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◆ 分野長挨拶 

機器分析分野長 木内 一壽 

 

機器分析分野は科学研究の基盤を支えるセンターの一分野として、電子顕微鏡、NMR、質量分析装

置などの大型機器をはじめとする各種測定機器を、学内外の研究者にご利用していただけるよう努め

ております。 

当分野は、昭和 55 年の「情報・計測センター」として、測定機器の共同利用を開始し、平成 9 年、

機器分析センターに改組されました。平成 15 年 4 月に、生命科学総合実験センターの一施設として統

合され、平成 16 年の「生命科学総合研究支援センター」への改称を経て、平成 30 年からは「研究推

進・社会連携機構科学研究基盤センター」の一員として発展してきました。平成 15 年、分野に設置し

てある共同利用機器は 50 台ほどでしたが、令和 2 年 4 月 1 日の時点では 76 台まで増設され、いくつ

かの機器は更新されています。これも、ひとえに、40 年の歴史を有する学内機器共用施設として、惜

しみなく献身された諸先生・諸先輩の努力のお陰げです。 

昨年度、学外向けの受託分析では県内 8 件、県外 23 件の依頼に対し、協力員の方々のご指導も得ら

れ、請求金額の総額として 1,472,660 円の外貨を大学として得ることができました。ここ 2 年、着実に

受託分析の依頼も増えており、引き続き社会に貢献していきたいと思います。 

令和 2 年 4 月 1 日、岐阜大学と名古屋大学の統合による東海国立大学機構の発足に伴い、新たに岐

阜大学高等研究院に併設されることになりました。今後とも、全学の利用者に対し共用機器の利便性

を提供するとともに、協力員の先生方のご支援を賜り、当分野を運営していく所存です。 

今後とも、よろしくお願い申し上げます。 
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１ 組織 

 

1. 沿革 

昭和 55 年度 岐阜大学統合移転に伴い、学内共同岐阜大学情報・計測センターを設置。 

昭和 58 年度 岐阜大学計測センター及び岐阜大学情報処理センターに改組。 

平成  9 年度 省令化に伴い、岐阜大学機器分析センターとして新たに発足。 

平成 15 年度 センター統合により生命科学総合実験センター機器分析分野に改名。 

平成 16 年度 大型精密機器高度利用公開セミナー開始。学外向けの受託試験制度を整備。 

平成 17 年度 生命科学総合研究支援センターへ名称変更。 

平成 23 年度 人獣感染防御センターから機器移管により、医学施設を設置。 

平成 26 年度 医学施設を統合。 

平成 30 年度 研究推進・社会連携機構の傘下に入り科学研究基盤センターへ名称変更。 

令和  2 年度 東海国立大学機構の発足に伴い、岐阜大学高等研究院に配置。 

 

2. 教職員  （ ）内は内線番号 

(1) 専任教員 

特任教授（分野長）    木内 一壽（2037） 

助教                  鎌足 雄司（3900） 

(2) 職員 

技術職員              沢田 義治（2035） 

技術補佐員            杉山 知美（2035） 

技術補佐員            大津 麻里子（2035） 

 

3. 協力員・協力補助員 

 

機器分析分野協力員に関する申し合わせ 

 

（趣旨） 

第 1 条 この申し合わせは、岐阜大学高等研究院科学研究基盤センター（以下「センター」という。）

に置く機器分析分野協力員（以下「協力員」という。）に関し、必要な事項を定める。 

 

（定義） 

第 2.条 協力員は、センターの機器分析分野が所有する機器及び設備（以下「機器等」という。）を、

責任をもって取扱うことができる者とする。 

 

（組織） 

第 3 条 協力員は、機器ごとに置き、センター長が推薦する岐阜大学の専任の教員をもって充て、学

長が委嘱する。 

 

（責任者） 

第 4 条 協力員の互選により担当する機器ごとの責任者（以下「責任者」という。）を選出する。 



145 

 

（任務） 

第 5 条 協力員は、センターの教職員と協力して次の内容を協議し、業務を行う。 

 ① 機器等の原理・使用法に関する講習会等に関すること。 

 ② 機器等の維持管理に関すること。 

 ③ 機器等の使用法等相談に関すること。 

 ④ その他、機器等の円滑な運用に関すること。 

 

（任期） 

第 6 条 協力員の任期は二年とし、再任を妨げない。 

 

（補助員） 

第 7 条 協力員の業務を補助するために、協力員補助員（以下「補助員」という。）を置くことができ

る。 

2 補助員は、協力員の業務への補助が必要な機器ごとに置き、センター長が推薦する者をもって充

て、学長が委嘱する。 

3 補助員の任期は二年とし、再任を妨げない。 

 

 

表 1. 協力員名簿 （◎：機器取扱責任者、*：協力補助員） R2. 4. 1 
 

機 器  名 氏  名 電話番号 部 局 

【柳戸地区】 

透過型電子顕微鏡（TEM） 

（日立 H-7000） 

（日本電子 JEM-2100, EDX） 

熱電子放出型走査電子顕微鏡（SEM） 

（S-3000N） 

電界放出型走査電子顕微鏡  

（S-4300, EDX） 

高分解能電界放出型走査電子顕微鏡 

（S-4800, EDX） 

デジタルマイクロスコープ 

（ライカ DVM-5000） 

ガラスナイフ作製器 

超ミクロトーム 

真空蒸着装置 

ディンプルグラインダー 

イオンスパッタ・カーボンコーター（カーボン専用） 

ネオオスミウムコーター 

イオンミリング装置 

精密イオンポリッシング装置 

超音波ディスクカッター 

ダイヤモンドワイヤーソー 

スパッタコーター 

カーボンコーター 

◎杉浦  隆 

池田 将 

大矢  豊 

櫻田 修 

内藤 圭史 

宮本 学 

吉田 道之 

酒井 洋樹 

今泉 鉄平 

勝野 那嘉子 

秋田 正之* 

矢野 倫子* 

2590 

2639 

2589 

2574 

2514 

2588 

2566 

2957 

2930 

2869 

2500 

5531 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

〃 

〃 

工学部 

応用生物科学部 
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【柳戸地区】 

走査型プローブ顕微鏡システム 

（AFM5300E, AFM5400L） 

 

◎武野 明義 

大矢 豊 

大和 英弘 

西田 哲 

内藤 圭史 

今泉 鉄平 

2629 

2589 

2682 

2538 

2514 

2930 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

【柳戸地区】 

走査型 X 線光電子分光分析装置 

（Quantera SXM-GS） 

◎高橋 紳矢 

上坂 裕之 

櫻田 修 

西田 哲 

大橋 史隆 

山田 啓介 

須網 暁 

2631 

2511 

2574 

2538 

2686 

2819 

2509 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

【柳戸地区】 

高分解能質量分析装置 

（GCmate II, JMS-700, AMSUN200, JMS-T100LP, AXIMA） 

液体クロマトグラフ 

（Agilent1100-MS-52011LC, nanoLC） 

 

◎吉松 三博 

纐纈 守 

植村 一広 

芝原 文利 

大野 敏 

窪田 裕大 

柳瀬 笑子 

勝野 那嘉子 

山内 恒生 

犬塚 俊康 

2251 

2619 

2561 

2616 

2645 

2596 

2914 

2869 

2897 

3901 

教育学部 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

〃 

〃 

科学研究基盤センター 

【柳戸地区】 

フーリエ変換核磁気共鳴装置 

（JNM-ECA500, NM-93030CPM, JNM-ECX400P, 

JNM-ECA600） 

 

【医学地区】 

フーリエ変換核磁気共鳴装置 

（AVANCE III 600, AVANCE III 800） 

◎満倉 浩一 

吉松 三博 

纐纈 守 

芝原 文利 

小村 賢一 

窪田 裕大 

柳瀬 笑子 

山内 恒生 

桑田 一夫 

犬塚 俊康 

2649 

2251 

2619 

2616 

2600 

2596 

2914 

2897 

6143 

3901 

工学部 

教育学部 

工学部 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

〃 

連合創薬医療情報 

科学研究基盤センター 

【柳戸地区】 

電子スピン共鳴装置（JES-FA100） 

【医学地区】 

電子スピン共鳴装置（EMXmicro） 

◎三輪 洋平 

大橋 史隆 

山家 光男* 

2565 

2686 

3902 

工学部 

〃 

特別協力研究員 
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【柳戸地区】 

誘導結合プラズマ発光分析装置 

（ULTIMA2 堀場） 

蛍光 X 線分析装置 

（S8-TIGER） 

有機微量元素分析装置 

（CHN JM-10、JHA102、JMSU10） 

◎櫻田  修 

吉松 三博 

勝田 長貴 

萩原 宏明 

海老原 昌弘 

大谷 具幸 

宮本 学 

早川 幸男 

小島 悠揮  

リム リーワ 

田中 貴 

古川 真一* 

2574 

2251 

2256 

2253 

2572 

3080 

2588 

2802 

2418 

2815 

2975 

5530 

工学部 

教育学部 

〃 

〃 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

〃 

【柳戸地区】 

超高速度現象解析システム 

超高速度撮影装置（NAC FS501、HyperVision HPV-2A） 

汎用高速度撮影装置（NAC MEMECAM） 

高速度赤外線カメラ（FLIR SC7500TEC） 

汎用赤外線カメラ（LAIRD 3ASH） 

パルスジェネレータ（DG-535） 

PIV システム（ES1.0-NI1422、TwinsUltra120、VPP-2D） 

◎高橋 周平 

宮坂 武志 

菊地 聡 

朝原 誠 

小林 芳成 

古木 辰也 

西津 貴久 

2539 

2523 

2520 

2525 

2533 

2543 

2888 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

【柳戸地区】 

小型機器 

（UV-Vis・FT-IR・顕微 FT-IR・ReactIR・IlluminatIR・CD・

旋光度計） 

蛍光分光光度計（950） 

蛍光寿命測定装置（Quantaurus-Tau） 

絶対 PL 量子収率測定装置（Quantaurus-QY） 

分光蛍光光度計（FP-8600） 

フェムト秒ファイバーレーザー（BS-60-YS） 

テラヘルツ分光走査型顕微鏡（THz-TDS） 

顕微レーザーラマン分光システム 

（NRS-1000） 

熱分析システム 

（DSC・TMA・TG-DTA） 

（EXSTAR-6000） 

◎沓水 祥一 

吉松 三博 

萩原 宏明 

大矢 豊 

武野 明義 

久米 徹二 

吉田 弘樹 

芝原 文利 

宮本  学 

石黒  亮 

窪田 裕大 

大橋 史隆 

岩本 悟志 

西津 貴久 

柳瀬 笑子 

山内 恒生 

山家 光男* 

2573 

2251 

2253 

2589 

2629 

2681 

2706 

2616 

2588 

2607 

2596 

2686 

2924 

2888 

2914 

2897 

3903 

工学部 

教育学部 

〃 

工学部 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

応用生物科学部 

〃 

〃 

〃 

特別協力研究員 

【柳戸地区】 

フロー式粒子像分析装置（FPIA-3000） 

粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置（Zetasizer Nano ZS） 

レオメーター（AR-GⅡ KG） 

動的粘弾性測定装置（DMA Q800 KG） 

◎岩本 悟志 

櫻田 修 

武野 明義 

三輪 洋平 

西津 貴久 

2924 

2574 

2629 

2565 

2888 

応用生物科学部 

工学部 

〃 

〃 

応用生物科学部 

【柳戸地区】 

X 線マイクロ CT スキャナー（Skyscan1172） 

【医学地区】 

超高輝度 X 線回折装置（FR-E Super Bright） 
 

◎西津 貴久 

海老原 昌弘 

岩本 悟志 

島田 敦広 

丸山 俶史* 

2888 

2572 

2924 

2889 

2707 

応用生物科学部 

工学部 

〃 

応用生物科学部 

〃 
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2 機器紹介 

1. 機器一覧 

【柳戸地区】 表 2-1-1. 納入年度と規格                                    

品     名 納入年度 規     格 

1. 大型電子顕微鏡・デジタル顕微鏡 

透過型電子顕微鏡（TEM） 

透過型電子顕微鏡（TEM）STEM, EDX 付 
 

電界放出型走査電子顕微鏡 (FE-SEM) EDX 付 

 熱電子放出型走査電子顕微鏡 (N-SEM) 

高分解能電界放出型走査電子顕微鏡 (FE-SEM) 

エネルギー分散型 X 線分析装置 
 

デジタルマイクロスコープ 

 

電子顕微鏡周辺機器 

ガラスナイフ作製器 

       〃 

超ミクロトーム 

真空蒸着装置 

ディンプルグラインダー 

イオンスパッタ・カーボンコーター 

ネオオスミウムコーター 

イオンミリング装置 

精密イオンポリッシング装置 

超音波ディスクカッター 

ダイヤモンドワイヤーソー 

スパッタコーター 

カーボンコーター 

 

 

H21 年度 

〃 
 

H14 年度 

H15 年度 

H19 年度 

H26 年度 
 

H22 年度 

 

 

S60 年度 

H9 年度 

〃 

S59 年度 

H5 年度 

H8 年度 

H17 年度 

H19 年度 

H21 年度 

H22 年度 

〃 

〃 

〃 

 

日立製作所 H-7000 

日本電子 JEM-2100，堀場 EX-220 
 

日立製作所 S-4300，堀場製作所 EX-220 

日立製作所 S-3000N 

日立製作所 S-4800 

堀場製作所 EMAX EX-250 X-act 
 

ライカマイクロシステムズ DVM5000 

 

 

三慶科学 メッサーC 

ライカ ガラスナイフメーカー EM KMR 

ライカ  ULTRACUT-UCT 

日立製作所 HUS-5GB 

ガタン  MODEL 656 N 

日立製作所 E-102，E-201 

メイワフォーシス Neoc-ST 

日立製作所 E-3500 形 

ガタン  MODEL 691 

ガタン  MODEL 601 

メイワフォーシス DWS3242 

メイワフォーシス SC200 

メイワフォーシス CADE-EHS 

 

2. 走査型プローブ顕微鏡システム（SPM） H25 年度 日立ハイテクサイエンス 

大型ユニット   AFM5400L 

環境制御ユニット AFM5300E 

3. 走査型 X 線光電子分光分析装置（XPS/ESCA） H19 年度 アルバック・ファイ Quantera SXM-GS 

4. 高分解能質量分析装置（MS） 

    〃 

    〃 

    〃 

    〃 

液体クロマトグラフ（HPLC） 

    〃     （nanoLC） 

H13 年度 

H15 年度 

〃 

H23 年度 

H26 年度 

H15 年度 

H26 年度 

日本電子 GCmate II 

日本電子 JMS-700 

日本電子 AMSUN200 (K9) 

日本電子 JMS-T100LP 

島津製作所 AXIMA-Resonance 

アジレント 1100 MS-52011LC 

島津製作所 LC-20ADnano  

5. フーリエ変換核磁気共鳴装置（FT-NMR） 

    内訳：500 MHz 

固体測定補助装置 

400 MHz 

600 MHz 

 

H14 年度 

H18 年度 

〃 

〃 

 

日本電子 JNM ECA500 

日本電子 NM-93030CPM 

日本電子 JNM ECX400P 

日本電子 JNM ECA600 

6. 電子スピン共鳴装置（ESR） H14 年度 日本電子 JES FA100 

7. 誘導結合プラズマ発光分析装置（ICP-AES） 

マイクロ波分析前処理装置 

H20 年度 

H30 年度 

ジョバンイボン ULTIMA2（堀場製作所） 

CEM ジャパン MARS6 
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8. 波長分散型蛍光 X 線分析装置（XRF） 

ビード作成装置 

粉砕機 

H23 年度 

〃 

〃 

Bruker  AXS S8 TIGER 1kW 

Katanax K1 Prime Electric Fluxer 

伊藤製作所 MC-4A 

9. 有機微量元素分析システム（OEA） 

有機微量元素分析装置 

オートサンプラー 

硫黄分析ユニット 

 

H23 年度 

〃 

〃 

 

J･Science･Lab JM10 

J･Science･Lab JMA102 

J･Science･Lab JMSU10 

10. 超高速度現象解析システム 

  内訳：超高速度撮影装置 

      〃 

    汎用高速度撮影装置 

    高速度赤外線カメラ 

    汎用赤外線カメラ 

パルスジェネレータ 

PIV 

 

H10 年度 

H23 年度 

〃 

〃 

H10 年度 

〃 

H16 年度 

 

NAC   FS501 

島津製作所 HyperVision HPV-2A 

NAC   MEMECAM GX-8 

FLIR SC7500TEC 

ニコン  LAIRD 3ASH 

NAC   DG-535 

オックスフォードレーザー ES1.0-NI1422 

11. 紫外可視分光光度計（UV-Vis） 

フーリエ変換型赤外分光光度計（FT-IR） 

フーリエ変換型赤外分光光度計（FT-IR） 

顕微・反射型赤外分光光度計（顕微 IR） 

In Situ フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 

旋光計 

H22 年度 

〃 

R1 年度 

H14 年度 

H15 年度 

H22 年度 

パ－キンエルマー 950 

パーキンエルマー Spectrum100 

日本分光 FT/IR-4700 

日本分光 460Plus 

メトラー・トレド ReactIR 4000 

日本分光 P-2300 

12. 円二色性分散計（CD） H13 年度 日本分光 J-820P 

13. フォトルミネッセンス分析システム 

蛍光寿命測定装置（Tau） 

絶対 PL 量子収率測定装置（QY） 

分光蛍光光度計（FL） 

 

H23 年度 

〃 

〃 

 

浜松ホトニクス Quantaurus-Tau 

浜松ホトニクス Quantaurus-QY 

日本分光 FP-8600 

14. テラヘルツイメージングシステム 

フェムト秒ファイバーレーザー 

テラヘルツ分光走査型顕微鏡 

 

H17 年度 

H19 年度 

 

アイシン精機 フェムトライト BS-60-YS 

オザワ  THz-TDS 

15. 顕微レーザーラマン分光システム H14 年度 日本分光 NRS-1000 

16. 熱分析システム 

示差熱量計（DSC） 

熱重量・示差熱同時測定装置（TG/DTA） 

熱機械分析装置（TMA） 

 

H15 年度 

〃 

〃 

エスアイアイ EXSTAR-6000 Series 

DSC6200, DSC6100, 

TG/DTA6300 

TMA/SS6100, TMA/SS6300 

17. 粒子解析システム 

フロー式粒子像分析装置 

粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 

 

H22 年度 

〃 

 

マルバーン FPIA-3000 

マルバーン Zetasizer Nano ZS 

18. 粘弾性解析システム 

レオメーター 

動的粘弾性測定装置 

 

H22 年度 

〃 

 

TA・インスツルメント AR-GII KG 

TA・インスツルメント DMA Q800 KG 

19. 物質微細構造解析システム 

X 線マイクロ CT スキャナー 

X 線回折装置*
 

 

H22 年度 

H30 年度 
 

 

Bruker SKYSCAN1172-GU 

リガク SmartLab（9 kW） 

20. その他 

ミクロ天秤 

 

H19 年度 

 

ザルトリウス MC5 
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【医学地区】表 2-1-2. 納入年度と規格                                                                      

品     名 納入年度 規     格 

1. 核磁気共鳴分光装置（NMR） 

内訳：800 MHz 

    600 MHz 

 

H21 年度 

〃 

 

Bruker BioSpin AVANCE III 800 

Bruker BioSpin AVANCE III 600 

2. 超高輝度 X 線回折装置 H17 年度 Rigaku  FR-E SuperBright 

3. 電子スピン共鳴装置（ESR） H21 年度 Bruker BioSpin EMXmicro 
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2. 機器配置場所 

【柳戸地区】表 2-2-1. 総合研究棟 Ⅱ  1 階 

機 器 名 メーカー・型番 室名 場所 

質量分析装置 (MS) 

島津   AXIMA Resonance 

１ 

A 

日本電子 JMS-T100LP (AccuTOF LC-plus) B 

日本電子 JMS-700 C 

日本電子 GCmate Ⅱ D 

日本電子 JMS-AMSUN200 (K-9) E 

液体クロマトグラフ 
島津   nanoLC A 

アジレント MS-52011LC B 

フーリエ変換核磁気共鳴装置（FT-NMR） 

日本電子 JMN ECX-400p 

2 

F 

日本電子 JMN ECA-500・NM-93030CPM G 

日本電子 JMN ECA-600 H 

レオメーター TA・インスツルメント AR-G2 KG 

3 

I 
動的粘弾性測定装置 TA・インスツルメント DMA Q800 KG 

顕微フーリエ変換赤外分光光度計（顕微 IR） 日本分光 460Plus, IRT-30 
J 

フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） パーキンエルマー Spectrum100 

熱分析システム 
エスアイアイ EXSTAR-6000 Series: 

DSC, TG/DTA, TMA 
 

K 

円二色性分散計（CD） 日本分光 J-820P L 

In Situ フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） メトラー・トレド ReactIR 4000 
M 

フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 日本分光 FT/IR-4700 

紫外可視分光光度計（UV-Vis） パ－キンエルマー LAMBDA 950 N 

分光蛍光光度計（FL） 日本分光  FP-8600 O 

絶対 PL 量子収率測定装置（QY） 浜松ホトニクス Quantaurus-QY P 

蛍光寿命測定装置（Tau） 浜松ホトニクス Quantaurus-Tau Q 

フロー式粒子像分析装置 マルバーン FPIA-3000 
R 

精密天秤 ザルトリウス MC5 

粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 マルバーン Zetasizer Nano ZS 
S 

旋光計 日本分光  P-2300 

顕微レーザーラマン分光システム 日本分光  NRS-1000 T 

有機微量元素分析装置（OEA） 
J-Science Lab 
CHN JM10/JAM102/JMSU10/JMR10  

U 

透過型電子顕微鏡（TEM） 
日本電子  JEM-2100 4 V 

日立製作所 H-7000 5 W 

デジタルマイクロスコープ ライカマイクロシステムズ DVM-5000 

6 

X ガラスナイフ作製器 
三慶科学  メッサーC 

ライカ ガラスナイフメーカー EM 

超ミクロトーム ライカ   ULTRACUT-UCT 

熱電子放出型走査電子顕微鏡（N-SEM） 日立製作所 S-3000N Y 

電界放出型走査電子顕微鏡（FE-SEM） 日立製作所 S-4300 
Z 

エネルギー分散型 X 線分析装置 堀場製作所 EX-220 
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高分解能電界放出型走査電子顕微鏡 日立製作所 S-4800 

6 

a 
エネルギー分散型 X 線分析装置 堀場製作所 EX-250 X-act 

ネオオスミウムコーター メイワフォーシス Neoc-ST 
b 

ダイヤモンドワイヤーソー メイワフォーシス DWS3242 

イオンスパッタ・カーボンコーター 日立製作所 E-102, E-201 
c 

スパッタコーター POLARON SC7640 

イオンミリング装置 日立製作所 E-3500 

d 

ディンプルグラインダー ガタン  MODEL 656N 

精密イオンポリッシング装置 ガタン  MODEL 691 

超音波ディスクカッター ガタン  MODEL 601 

真空蒸着装置 日立製作所 HUS-5GB 

スパッタコーター メイワフォーシス SC200 
e 

カーボンコーター メイワフォーシス CADE-EHS 

走査型プローブ顕微鏡システム（SPM/AFM） 
日立ハイテクサイエンス 

     AFM5400L, AFM5300E 
f 

誘導結合プラズマ発光分析装置（ICP-AES） ジョバンイボン ULTIMA2（堀場製作所） 

7 

g 
マイクロ波分析前処理装置 CEM Japan MARS6 

X 線回折装置*
 リガク SmartLab（9 kW） h 

電子スピン共鳴装置（ESR） 日本電子 JES-FA100 i 

波長分散型蛍光 X 線分析装置（XRF） Bruker AXS S8 TIGER-MA 1kW 

j ビード作成装置 Katanax K1 Prime Electric Fluxer 

粉砕機 伊藤製作所 MC-4A 

走査型 X 線光電子分光分析装置 

（XPS/ESCA） 
アルバック・ファイ Quantera SXM-GS k 

X 線マイクロ CT スキャナー Bruker SKYSCAN1172-GU l 

テラヘルツ分光走査型顕微鏡 オザワ THz-TDS 
8 m 

フェムト秒ファイバーレーザー アイシン精機 フェムトライト BS-60-YS 

超高速度撮影装置 NAC FS501 

セミ
ナー
室 

n 

熱画像解析装置 FLIR SC7500STEC 

超高速度撮影装置 
島津製作所 HyperVision HPV-2A 

NAC   HS-4540-2 

超高速度撮影装置 NAC   MEMRCAM GX-8 

熱画像解析装置 ニコン サーマルビジョン LAIRD 3ASH 

パルスジェネレータ NAC   DG-535 

PIV オックスフォードレーザー ES1.0-NI1422 

ダブルパルスレーザー カンテル TwinsUltra120 

プロセッサ 日本レーザー VPP-2D 
 

その他：レーザー照明装置、錠剤成型機、油圧プレス、超音波洗浄機 

* 共用推進支援センターが管理する共用機器として、機器分析室 7 に設置。 
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図 2-1. 総合研究棟Ⅱ 1 階 機器配置図 

 

【医学地区】表 2-2-2. 生命科学棟 1 階 

機 器 名 メーカー・型番 場 所 

核磁気共鳴分光装置（NMR） 
Bruker BioSpin AVANCE III 600 A 

Bruker BioSpin AVANCE III 800 B 

電子スピン共鳴装置（ESR） Bruker BioSpin EMXmicro C 

超高輝度 X 線回折装置 Rigaku FR-E SuperBright D 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2. 生命科学棟 1 階 機器配置図 
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3. 共用機器の概要 

 

【柳戸地区】 

1. 大型電子顕微鏡・デジタル顕微鏡【機器分析室 4, 5, 6】 

電子顕微鏡における電子線の波長は可視光線のものよりもかなり短く、透過型電子顕微鏡の場合、

理論的には 1 Å 程度の分解能がある。当分野には、2 台の透過型電子顕微鏡（H-7000､ JEM-2100）、お

よび、3 台の走査型電子顕微鏡（S-4300､ S-3000N､ S-4800）が設置されている。 
 

 

 

H-7000 はタングステン（W）電子銃を搭載しており、125 kV まで 6 段

階の加速電圧により低倍率から画像を観察することができる。生物材料

および非生物材料の超薄切片を 50 倍から 60 万倍に拡大し、内部の微細

構造の観察が可能である。格子像の分解能は 2.04 Å である。得られた画

像を CCD カメラに取り込み解析することができる。 

 

 
JEM-2100 は高出力で高精度の LaB6 電子銃を搭載しており、加速電圧

は 200 kV（5 段階）まで上げることができる。生物材料および非生物材

料の超薄切片を 2,000 倍から 150 万倍に拡大し、内部の微細構造の観察

が可能である。格子像の分解能は 1.4 Å である。得られた画像を CCD カ

メラに取り込み解析することが可能である。また、STEM 機能があり、

対象を 3 次元で観察した 3D トモグラフを得ることもできる。加えて、

接続した X 線分析装置（EDX）によるホウ素より重い元素の分布解析も

可能である。 
 

 

 

S-4300 は電界放出型電子銃（FEG）を備えた装置で、加速電圧は 0.5 ~ 

30 kV の範囲で可変することが可能であり、倍率は 20 - 500,000 倍、分

解能は 1.5 nm（15 kV）および 5.0 nm（1 kV）である。高輝度な電子銃

により、低加速電圧、例えば、1 kV でも高分解像を得ることが可能であ

る。また、低加速電圧にて、無蒸着観察できる試料もある。装備された

X 線分析装置 EX-220 は炭素などの元素分析ができる。 
 

 

 
S-3000N は通常のタングステンヘアピン型（熱電子放出型）電子銃を備

えた装置であり、加速電圧が 0.3 ~ 30 kV の範囲で使用する。倍率は 5 ~ 

300,000 倍で、二次電子像分解能は 3.0 nm（高真空モード、加速電圧 25 

kV）、反射電子像分解能は 4.0 nm（低真空モード、加速電圧 25 kV）で

ある。この SEM の特徴は、低真空 270 Pa（約 2 torr）で試料の観察が可

能なことである。 
 

  

 
S-4800 は FEG を備えた装置で、S-4300 より性能と使い勝手が向上して

いる。加速電圧が 15 kV で 1.0 nm、1 kV でも 2 nm の高分解能を有す

る。試料ステージにマイナスの電圧をかけ、入射電子を減速するリター

ディング機能を用いると 1 kV で 1.4 nm の分解能がある。X 線分析装置

EX-250X-act が接続されており、SEM 像に合わせて元素分析が可能であ

る。試料の X-Y 移動および回転の 3 軸が電動で調整できる。 
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ネオオスミウムコーター Neoc Pro はプラズマ CVD 成膜を採用したオス

ミウム金属被膜を製膜するための装置。真空チャンバー内に四酸化オス

ミウム昇華ガスを導入し、直流グロー放電によりプラズマ化させて金属

被膜を作製する。Neoc 電極は特殊改良された平行平板電極を使用して

おり、試料ステージ全域で負グロー相領域の高さが均一となり、オスミ

ウムをアモルファス（非晶質）コーティングできる。その結果、形成さ

れた導電被膜により、極薄膜でも試料は電子線ダメージを受けなくな

る。 
 

 

 
イオンミリング装置 E-3500 は、SEM 試料などに Ar イオンビームを照

射して、試料表面の原子を弾き飛ばすことにより、微細な傷や汚れを除

去して多層膜の断面を得るときに用いる装置。応力レス加工を特長とす

るイオンスパッタリング現象を用いることにより、試料表面の平坦加工

を行うことができる。応用範囲は広く、半導体デバイス分野や機能材料

分野を始め、あらゆる産業分野の研究・開発から品質管理など多方面で

活用されている。 
 

 

 
精密イオンポリッシング装置 MODEL 691 は、アルゴンイオンビームを

試料表面に照射し、エッチングによる各種試料の薄膜化する装置。イオ

ンミリングや電解研磨でカバーしきれない金属、有機 EL、化合物半導

体などの TEM 観察用薄膜試料の作製に使用される。 

 

 
超音波ディスクカッター MODEL 601 は 3 mm の TEM ディスクに収ま

らない脆性材料から、ディスク状またはオリジナル形状に切り出す装

置。圧電性結晶体を利用して筒状の切断ツールを駆動し、細粒度の炭化

ホウ素スラリーを利用して、40 µm 未満から 5 mm までの厚みの材料を

切り抜くことが可能。専用の双眼実体顕微鏡と X-Y テーブルを使用す

ることにより、目的の箇所を視野の中央に、精密に位置合わせすること

ができる。セラミックスや半導体物質のウェハーから TEM 用ディスク

を精密に打ち抜くことができる。 

 

 
ダイヤモンドワイヤーソー DWS3242 は試料の断面観察やイオンミリン

グの前処理として用いられる装置。試料の精密な位置合わせができ、切

断部位を確認することが可能。つなぎ目のないワイヤーを使用し、切断

時の熱を水の使用なしで放出し、切断屑もたまりにくいので、多層膜試

料、硬さの異なる試料などの複合材料でも割れやクラックなく切断でき

る。 
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2. 走査型プローブ顕微鏡システム（SPM）【機器分析室 6】 

走査型プローブ顕微鏡（SPM）は、測定試料と探針間に働く原子間力またはトンネル電流を検出

することにより、試料の表面のミクロな部分の形状、摩擦などの情報を得る装置である。ユニット

の交換により、原子間力顕微鏡（AFM）、走査型トンネル顕微鏡（STM）、摩擦力顕微鏡、電気化学

AFM・STM、マイクロ粘弾性 AFM などの測定が可能である。 

 

3.  X 線光電子分光分析装置（XPS, ESCA）【機器分析室 7】 

X 線光電子分光分析（XPS）は物質表面の元素組成や化学結合状態の分析として最も広く使用され

ている。超高真空中で、励起源として Al K、Mg K などの軟 X 線を試料に照射し、極表面にある

元素（Li ~ U）のイオン化に伴い放出される光電子を補足して、エネルギー・アナライザーで測定す

る。   

Quantera-SXM-GS は固体の極表面の数原子層についての元素組成や化

学結合状態の分析が可能である。分析できる試料表面からの深さは 0.5 

~ 5 nm ほどであることから、走査電子顕微鏡のエネルギー分散型 X 線

分析装置（SEM-EDX）などと比べて、物質の極表面の分析に適してい

る。元素由来の光電子スペクトルで示される電子の原子核に対する結合

エネルギーと放出された光電子の強度から、元素の同定、定量分析がで

きるほか、光電子ピークの微妙な化学シフトにより目的とする原子の化

学結合状態も求めることができる。 

 

 

 

 
デジタルマイクロスコープ DVM5000 は高解像モニターが搭載され、高

画質ライブ表示で観察ができる装置である。最適な観察倍率に可変でき

るズーム機構で、従来の顕微鏡では難しかった、大きな対象物の非破壊

検査、表面観察も容易に行える。ライカ伝統と実績の高い光学機能に、

多機能な計測・解析モジュールを標準搭載したオールインワンシステム

により、2D 解析はもちろん、高度な 3D 解析も可能である。 

 

 

高精度大型プローブ顕微鏡ユニット AFM5400L は 8 インチ (20.32 cm)  

× 22 mm（厚さ）程度の大きさの試料まで対応可能である。光学顕微鏡

を備え、装置の調整、試料の位置合わせが容易にできる。データ処理部

は高速フーリエ変換（FFT）を始めとする各種のフィルターおよび画像

解析プログラムを有し、視覚に訴える 3 次元画像を作成することができ

る。 
 

 

 

AFM5300E は温度可変（-120 ~ 300℃）および真空条件下で測定可能な

設備を備えている環境制御型ユニットである。通常、AFM 測定など多

くは両ユニットで可能だが、AFM5300E は電気化学 AFM・STM、並び

に、真空中および温度制御分析に用いる。20 mm  × 10 mm（厚さ）ま

での大きさの試料に対応可能である。データ処理部は FFT を始めとする

各種のフィルターおよび画像解析プログラムを有し、視覚に訴える 3 次

元画像を作成することができる。 
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４．高分解能質量分析システム【機器分析室 1】 

質量分析（Mass Spectrometry）では、目的に応じたイオン化法により試料分子をイオン化させ、生

じた分子イオンやフラグメントイオンは、分析部の様々な仕組みにより質量が決定される。分析部と

しては、二重収束型（Double-focusing）、四重極型（Quadrupole, Q）、飛行時間型（Time-of-Flight, TOF）

などがある。5 種類の装置が設置されており、化合物の種類や測定の目的別に機種を選択することが

できる。 

 

機種名 通称 仕様 イオン化法 検出法 測定可能範囲 分解能 

JMS-MSation 700 700 

MS 

GC/MS 

(LC/MS) 

EI/CI 

FAB 

ESI 

二重収束 
1 ~ 2,400 

 
60,000 

GCmate II GC-Mate GC/MS 
EI/CI 

FAB 
二重収束 1 ~ 1,000 

5,000 

3,000 

1,000、500 

JMS-AMSUN200/GI K9 GC/MS EI/CI 四重極 ~ 1,000 > 2,000 

JMS-T100LP AccuTOF 
MS 

LC/MS 

ESI 

DART 
TOF 1 ~ 1,200 6,000 

AXIMA-Resonance AXIMA 
MS 

MS/MS 
MALDI TOF 

100 ~ 12,000 

100 ~ 5,000 
> 8,000 

 

 
 

JMS-MSation 700 は全てコンピュータ制御されており、イオン源などの

各種パラメータのオートチューニング機能がある。試料は電子イオン化 

(electron ionization, EI) 法、化学イオン化 (chemical ionization, CI) 法等

で試料がイオン化される。検出器は磁場セクターと電場セクターを配置

した二重収束型である。高加速イオン源と高電圧印加コンバージョンダ

イノード型イオン検出器により、正負イオンの高感度測定が可能で、高

質量領域においても正確に質量を決定できる。 
 

 

 

GCmate II は析部に二重収束光学系をもつ、全自動制御のルーティン分

析を対象とした卓上型の GC/MS 装置である。定量分析・定性分析のみ

ならず、精密質量測定を行える性能を備えている。測定質量範囲は、加

速電圧 2.5 kV にて 1 ~ 1,000 ダルトン、1.25 kV にて 1 ~ 2,000 ダルトン

で、分解能は 4 段切り替えである。イオン源としては EI, CI, FAB があ

る。 

 

 

AMSUN200 (K9) はガスクロマトグラフ（GC）が試料導入部として直

結された、四重極型の卓上 GC/MS 装置である。四重極型の分析部は 4

本の電極ロッドからなり、直流電圧と交流電圧をかけることにより、特

定の m/z 値のイオンだけを通過させる電場を形成する。測定可能な質

量範囲は交流電圧で決まるので、直流電圧と交流電圧の比を一定に保

ち、交流電圧を直線的に変化させることにより、特定のイオンを通過さ

せ分離する。 
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JMS-T100LP (AccuTOF LC-plus) では、ESI 法により高分子をフラグメ

ント化することなくイオン化し分析できる。一方、DART 法を用いる

と、低極性から高極性までの幅広い試料を前処理することなしに分析が

可能である。DART によるイオン化は励起状態のヘリウムが大気ガスお

よび試料と相互作用することに基づいており、通常の分析機器では扱う

ことのできない、不定形の試料や「汚い」試料もそのまま分析できるこ

とが特徴である。 

 

 

AXIMA-Resonance で用いる MALDI 法は代表的なソフトイオン化法

で、生体高分子（ペプチドや糖質）の質量分析ができる。マトリックス

試料は、波長 337 nm の窒素レーザー光により、その最表面（~ 100 

nm）が数 nsec で急速加熱され、気化される。四重極イオントラップ

（QIT）を使用しており、イオン化時での初期エネルギーのばらつきに

よる精度の低下を防いでいる。また、QIT により試料の連続的な開裂が

可能となり、糖質などの構造解析に必要な多段階 MS スペクトルが得ら

れる。 

 

 

Agilent 1100 series の MS-52011LC は、検出器として、紫外可視光分光検

出器（190 ~ 600 nm）、蛍光検出器（280 ~ 900 nm）、示差屈折率検出器

（屈折率 1.00 ~ 1.75、室温＋5 ~ 55ºC の範囲で一定に設定可）を備えて

おり、ほとんどの有機化合物は高感度で検出できる。また、AccuTOF

に接続し LC/MS として、質量分析のための目的物質の分離が可能であ

る。 

  

 

AXIMA-Resonance とペアで使用するため、nanoLC 自体は検出器を持た

ない。AXIMA-nanoLC の分析対象となるタンパク質やペプチド検体は、

極めて微量なことが多く、MS での感度向上のため、微量流量が精密に

制御されたハイエンド HPLC である。流量範囲は 0 ~ 5,000 nL/min（1 nL 

step）で、高圧グラジエントモード（ステップ、リニア）は多段で設定

することができる。 
 

 

 

 

5. フーリエ変換核磁気共鳴装置（FT-NMR）【機器分析室 2】 

核磁気共鳴（nuclear magnetic resonance, NMR）は分子の構造や物性を知る最も重要な分析法の一つ

で、超電導磁石による高磁場が実現され、フーリエ変換法およびコンピュータなどの進歩により、

種々の分子を容易にかつ高精度に分析することが可能になった。柳戸地区には 3 台の FT-NMR が設

置されている。いずれの機種もオートチューンユニットをデフォルトとして設定しており、核種の

切替え、並びに、温度や溶媒の違いにより必要となるプローブのチューニングやマッチングの操作

がコンピュータにより自動的に実行される。また、ECA500 はオートチュンプローブだけではなくイ

ンバースプローブと固体プローブを装備しているため、固体サンプルの測定が可能である。 
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ECA500 では、通常測定（1H，13C，DEPT，COSY）のみならず、パル

ス磁場勾配法（Pulsed Field Gradient, PFG）を用いて、効率的な 2 次元

NMR 測定、並びに、HMBC、HMQC、TOCSY、DOSY を含む様々な測

定手法を実施することができる。本装置はインバースプローブを装備し

ており、1H に特化した感度の高い測定も可能である。さらに、固体

NMR 測定ユニット NM-93030CPM が装備でき、固体化学、生体高分子

分野にも応用可能である。超伝導マグネット基準磁場は 11.74 T であ

る。 
 

 

 

ECA600 では、通常測定（1H，13C，DEPT，COSY）のみならず、パル

ス磁場勾配法（Pulsed Field Gradient, PFG）を用いて、効率的な 2 次元

NMR 測定、並びに、HMBC、HMQC、TOCSY、DOSY を含む様々な測

定手法を実施することができる。柳戸地区では最高の機種であり、高い

分解能を有している。超伝導マグネット基準磁場は 14.09 T である。 

 

 

ECX-400P では、通常測定（1H，13C，DEPT，COSY）のみならず、パ

ルス磁場勾配法（Pulsed Field Gradient, PFG）を用いて、効率的な 2 次元

NMR 測定、並びに、HMBC、HMQC、TOCSY、DOSY を含む様々な測

定手法を実施することができる。超伝導マグネットの基準磁場や磁場の

調整精度は異なるが、ECA-600 と同様に、様々な測定手法を実施するこ

とができる。超伝導マグネット基準磁場は 9.39 T である。 

  

 

 

6. 電子スピン共鳴装置（ESR）【機器分析室 7】 

電子スピン共鳴（Electron Spin Resonance；ESR）装置は、試料の形状（液体、気体、固体）に影響

されることなく、非破壊で、選択的にフリ－ラジカルを測定できる唯一の手段である。ESR の測定

対象は、不対電子（unpaired electron）であるため、不対電子を持つ物質はすべて測定可能である。

鉄や銅などの金属イオンは、古くからそれらを含む錯体の構造解析が行われてきたが、これらの金

属イオンを含むタンパク質も測定可能であり、酵素などの生体試料の構造機能解析に係る研究にも

広く用いられるようになった。 

 
 

JES-FA100 は、フルコンピュータコントロール／Windows オペレーショ

ンの最新の ESR 装置である。従来のものでは、共振周波数を探し、フ

ェーズとカップリングアイリスをマイクロ波のパワーを変えながら調整

しなければならないが、本装置ではジャストカップリングのためのマイ

クロ波調整は "AUTOTUNE" ボタン一つで完了できる。オペレーショ

ン画面はスペクトル取りこみ画面とデータ処理画面の 2 つで構成されて

いる。ESR 測定条件のほか、連続測定－自動保存、測定温度設定、その

他の条件を各ウィンドウから設定できる。 
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7. 誘導結合プラズマ発光分析装置（ICP-AES）【機器分析室 7】 

 電子材料、セラミックス、超伝導材料等の先端材料や生体試料中に存在する微量元素、並びに、

水、土壌、大気など環境中に存在する元素を解明することが、物質の諸性質を研究する上でしばし

ば必要となる。誘導結合プラズマ発光分析（Inductively Coupled Plasma-Atomic Emission Spectrometry, 

ICP-AES）は、このような目的に対して有用であり、多元素（殆どの金属元素、並びに、ホウ素、炭

素、ケイ素、リン、硫黄などの幾つかの非金属元素を含めた 70 以上の元素）を同時に極微量から高

濃度までの広い濃度範囲に渡って、定性的かつ定量的に分析することができる。ICP とは、Ar など

の希ガスに高電圧をかけてプラズマ化し、高周波数の変動磁場によりプラズマ内部に過電流を生じ

させて得られる高温プラズマのことである。 

 
 

ULTIMA2 は Ar の高周波誘導結合プラズマを励起源としており、無機

物や有機物中の 75 元素を同時に測定できる超高感度元素分析装置であ

る。自己吸収が殆どなく、ダイナミックレンジは 106 と広いので、試料

中の主成分から極微量成分まで分析することが可能である。試料も少な

くてすみ、1 分間当たり 1 ml の注入量にて 2 分程度で、元素の種類と

各々の含有量を分析できる。本装置には、超純水製造装置（Advantec 

RFD250NB）とマイクロ波分析前処理装置（MARS6）が付属している。 
 

 

 

MARS6 はマイクロ波を利用し、密閉容器内で固体試料を酸分解した

り、高温・高圧下で有機合成したりするための機器である。本装置には

非接触 in-situ 温度センサーが搭載されており、ワイヤレス iWave テク

ノロジーを用いることで、容器ではなく、試料溶液の温度を直接計測す

ることができる。正確な計測により、酸分解プロセスや有機合成反応を

精密に制御することが可能である。 
 

 

 

 

8. 波長分散型蛍光Ｘ線分析装置（XRF）【機器分析室 7】 

試料に X 線を照射すると、その物質を構成する元素の内殻の電子は一定以上のエネルギーをもつ X

線により励起され、軌道に空孔が生じる。蛍光 X 線（X-ray Fluorescence, XRF）とは、その軌道へ外殻

の電子が遷移する際に放出される特性 X 線のことをいう。その波長は元素特有の内殻と外殻のエネル

ギー差に対応している。波長分散型 XRF 装置では、複数の分光結晶を切り替えられる検出器を用い

て、特定波長の蛍光を分析する。通常、測定可能元素は B から U であり、10 eV 程度のエネルギー分

解能を有する。 

 
 

S8 TIGER は、粉末、薄膜、機能材料などに X 線を照射して、物質から

放出される蛍光 X 線を測定し、含まれる元素について定性・定量を行う

装置である。軽元素から重元素まで、固体・液体・粉体の状態で、ppb

レベルまで測定が可能である。ゴニオメータの角度再現性（± 0.0001º）

が良く、かつ高速であり（スキャンスピード 1,2000º/min）、優れた分析

精度を有する。検量線がない未知試料の分析には、ファンダメンタルパ

ラメーターソフトウェアによる最速 2 分のデジタルスキャンスクリー

ニングができる。 
 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/X%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/X%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B1%E8%B5%B7
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%81%B7%E7%A7%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%89%B9%E6%80%A7X%E7%B7%9A
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9. 有機微量元素分析システム（OEA）【機器分析室 3】 

有機物は完全に燃焼分解して還元銅を通過すると、H2O、CO2、N2 ガスとなる。有機微量元素分析

装置（Organic Element Analyzer, OEA）は、完全燃焼により生成した H2O、CO2、N2ガスをそれぞれ熱

伝導度検出器で定量して、試料の構成元素 C・H・N 量を測定する装置である。その分析結果から化

合物の純度や組成などを求め、化合物の同定を行う。微量元素分析は化学、医学、薬学及び農学など

で広く利用されている。 

 

 

 

10. 超高速度現象解析システム【セミナー室】 

本システムでは、ナノ秒（ns）オーダーまでの自然界の様々な超高速度現象、たとえば稲妻の伝播

過程、材料の破壊過程、乱流の発生過程、さらにはミクロなレベルでの半導体中の電子-正孔反応など

を、光もしくは熱によって、あるいはフォトルミネセンス現象を通してリアルタイムで追跡し、解析

することができる。大きく分けて高速度撮影カメラ・ビデオシステムと高速度赤外線カメラの 2 つの

システムから構成されている。当分野には、超高速度撮影装置 HyperVision HPV-2A、汎用高速度撮影

装置 MEMECAM GX-8、高速度赤外線カメラ SC7500TEC などがあり、必要に応じて、1 日単位で撮影

機器と三脚を貸し出している。 

 

 

本システムは CHN Analyzer MICRO CORDER JM-10、硫黄分析ユニッ

ト JMSU10 およびオートサンプラー JMA102 からなる。JM-10 は固体

から液体まで、幅広い分野で使用可能な装置で、完全燃焼により生成し

た H2O、CO2、N2 ガスを、それぞれ独立した熱伝導度検出器で定量し

て、試料の構成元素 C、H、N の比率を決定することができる。硫黄は

専用の JMSU10 の燃焼管と還元管を用いて測定する。オートサンプラー

により 20 検体の連続分析が可能である。 
 

 

 

高速度撮影カメラ・ビデオシステム HyperVision HPV-2A は最大撮影速

度 100 万コマ/秒の時間分解能を持ち、最大 100 枚の画像を記録すること

ができる。解像度は 312 × 260 の 8.1 万画素。モノクロ 10 bit。撮像データ

は USB を通して、BMP、AVI、JPEG、TIFF format で出力できる。任意の

フレームにトリガー信号を入れることができ、超高速の現象の撮像に適

している。 
 

 

 

MEMECAM GX-8 は、1280 × 1024 の解像度で 2916 コマ/秒の撮影が可

能。1024×768 の解像度で 4628 コマ/秒、最大で 60 万コマ/秒まで撮影可

能（16 × 4 ピクセル）。モノクロで感度は ISO20000。フルフレームでの

最大撮像コマ数は約 5000 枚。F マウントおよび C マウントのレンズが

装着可能。トリガーモードを適切に設定することで、ビデオカメラ感覚

で簡単に高速現象を捉えることができる。PC なしでのリモコン操作も

可能で、外部トリガーと連動させて、超高速度現象の撮影もできる。 
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11．分光光度計（紫外可視・赤外）・旋光計【機器分析室 3】 
 

Ⅰ）紫外可視分光光度計（UV-Vis） 

物質による紫外及び可視領域（約 200 ~ 700 nm）の光の吸収はその分子内の電子構造に依存してお

り、電子が基底状態における軌道から高いエネルギーの軌道へ遷移することによりおこる。例とし

て、遷移金属化合物における d-d 遷移や二重結合を有する有機化合物の -* があげられる。そのた

め、紫外可視吸収スペクトルからそのような化合物の同定や定量が、さらには未知化合物の電子状

態の検討が可能である。 

 
 
Lambda950 は光学系全体を窒素パージすることにより、紫外側は 175 nm

の波長範囲まで測定できる。エネルギーを最適化した光学系は、紫外可

視近赤外の全領域で、優れた SN 比（500 nm で 0.00005 Abs 以下）を有す

る。UV WinLab ソフトウェアにより、スキャン、時間、多波長、濃度測

定が簡単に操作でき、通常の吸収スペクトルに加え、拡散反射や正反射

のスペクトルの測定もできる。 
 

 

 

Ⅱ）フーリエ変換型赤外分光光度計（FT-IR） 

赤外分光法（Infrared spectroscopy, IR）では、物質による赤外線（約 5,000～300 cm-1）の吸収はそ

の分子の振動構造に依存しており、１個の振動エネルギーの変化に伴って多数の回転エネルギー変

 

FLIR SC7500TEC は 1.5 µm ~ 5.1 µm の中赤外域を検出する InSb 素子を

搭載した超速度赤外線カメラ。3.5  µm ~ 5.0 µm を透過する赤外線レン

ズを標準装備。320 × 256 の解像度で 380 コマ/秒の撮影が可能。最大撮

像速度は 20000 コマ/秒（64 × 4 ピクセル）。外部トリガーと連動させ

て、高速度現象を中赤外波長で捉えることができる。輻射率が既知であ

れば、物体表面の温度分布の計測が可能。 
 

 

 

サーマルビジョン LAIRD 3ASH は 1280 × 1024 の解像度で 2916 コマ/秒

の撮影が可能。1024 × 768 の解像度で 4628 コマ/秒、最大で 60 万コマ/秒

まで撮影可能（16 × 4 ピクセル）。モノクロで感度は ISO20000。フルフ

レームでの最大撮像コマ数は約 5000 枚である。トリガーモードを適切

に設定すれば、ビデオカメラ感覚で簡単に高速現象を捉えることができ

る。PC なしでのリモコン操作も可能で、外部トリガーと連動させて、

超高速度現象の撮影もできる。 
 

 

 

パルスジェネレータ DG-535 は 4 チャンネル遅延出力、2 系統パルス出

力を備えた遅延パルス発生器である。時間分解能 5 ps、トリガー出力の

ジッターは 50 ps 以下。複数の測定機器および実験装置の同期を必要と

する際に有用である。 
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化が起こるので、振動スペクトルは振動吸収帯として現れる。吸収の振動数あるいは波長は、振動

部分の換算質量、化学結合の力の定数および原子の幾何学的配置に依存するので、赤外スペクトル

から分子構造を解析することができる。フーリエ変換型 IR（FT-IR）では、赤外光をビームスプリ

ッタにより 2 つの光路に分け、固定鏡と移動鏡で反射された光の光路差により干渉波ができる。試

料を透過した干渉波から、検出器でフーリエ変換により波数成分に分離された IR スペクトルが得

られる。 

 

 

III）旋光計（Polarimeter） 

旋光（optical rotation）とは、直線偏光が糖などの光学活性を有する物質中を通過した際に回転す

る現象である。一般的に、有機分子とその対掌体は光学異性体対をなし、一方の立体配置がＲ配置

ならば、もう一方の配置はＳ配置と呼ばれる。デキストロース（dextrose：右旋糖、ブドウ糖）の名

 

Spectrum100 はマイケルソン型干渉計を用いたフーリエ変換型赤外分光

光度計である。干渉計の制御にレーザー光をフーリエ変換という数学的

操作を用いることにより、高分解能、高波数精度、高感度が実現でき、

スペクトルの積算測定や高速測定が可能で、スペクトルの数学的な処理

（加減乗除，微分積分など）が容易に行える。また、HATR（水平型内

部多重反射測定装置）の使用により、従来の赤外分光光度計では測定の

難しかった水溶液、ペースト等についてもスペクトルを得ることができ

る。 
 

 

 

顕微 IR 460Plus は、微小、微量サンプルだけでなく、従来、マクロ分析

されていた試料も顕微鏡を使用して容易に計測でき、応用範囲が広い。

例えば、数十 µm 程度の微小・微量サンプル、あるいは不均一試料中の

特定部位の非破壊測定が可能であり、新素材、新しい微細デバイスの表

面分析に威力を発揮できる。さらに、本システムは電場 ATR（全反射）

ユニットを備えており、微小反応場におけるリアルタイムでの計測が可

能である。 
 

 

 

ReactIR 4000 は棒状のプローブ（ 6 mm）を溶液中に直接差込んで赤外

吸収スペクトルを測定することが可能である。連続的な測定により実際

の反応条件における分子のリアルタイムな動的化学変化を定量的に可視

化できる。例えば、化学反応中にのみ存在する微量の反応中間体の同定

が可能で、原料の消失速度、生成物の生成速度をピーク強度の変化から

定量的に観察することができるため、化学反応機構、次数の解析に多い

に役立つ。 
 

 

 

RT/IR-4700 は SN 比の高い、コンパクトなフーリエ変換型分光光度計

で、ルーティンの分析に適している。マルチチャンネル赤外顕微鏡に対

応しており、ラピッドスキャン測定が可能である。測定波数範囲は 

7800～350 cm−1 で、 SN 比は 25000:1 である。ビームスプリッタには

KBr に蒸着された Ge が用いられている。高輝度セラミックを光源と

し、オートアライメント機構を有する密閉型の 45º 入射マイケルソン干

渉計が備えられている。 
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称は直線偏光を右（dexter）側に、レブロース（levulose：左旋糖、フルクトース）は左（levo）側

に回転させる現象から命名された。純物質の溶液の場合、色と経路長が一定で比旋光度が分かれ

ば、観測された旋光度から濃度を求めることができる。例えば、不斉合成により得られた生成物の

光学純度を決定することができる。 

 
 

P-2300 は、ナトリウム-水銀ランプのデュアル光源と、二つの複屈折

プリズムで構成された側面にエスケープ窓の無いグランテイラー偏

光子を有する旋光計で、輝線を用いた高精度な測定が可能である。

光源としては汎用的にハロゲンランプが使用でき、光源として同時

に 2 種類まで本体に搭載できる。測定波長は 589, 578, 546, 436, 365 

nm（オプション波長対応）で、測定方式として、対称角振動方式光

学零位法を用いている。 
 

 

 

 

12. 円二色性分散計（CD spectrometer）【機器分析室 3】 

有機分子が対掌体と重ね合わすことができない立体配置をもつとき、その性質をキラリティーと

いい、左回り円偏光と右回り円偏光を異なった強度で吸収する。この性質を円偏光二色性（Circular 

Dichroism, CD）という。一般的に、有機分子とその対掌体は光学異性体対をなし、一方の立体配置

がＲ配置ならば、もう一方の配置はＳ配置と呼ばれる。生体では光学異性体対の一方のみが存在し

ており、構成される高分子が立体的にうまく折り畳まれた状態（高次構造）で、その独自の機能は

発現するようになる。左回り円偏光と右回り円偏光に対する吸光度の差を波長に対してプロットし

たものが CD スペクトルであるが、これはその分子の絶対配置に固有のパターンを示す。 

 
 
J-820P は光学活性な物質の円偏光を測定する装置であり、タンパク質の

2 次構造含量など、光学活性な物質を含む生体高分子の構造解析に用い

られる。生体分子の高次構造の解析では、対掌体のうちのいずれが存在

するかを決定することは重要である。CD スペクトルは生体高分子の絶

対配置に固有のパターンを示すので、得られた CD スペクトルを高次構

造が既知のスペクトルと比較検討することにより、生体から得られた未

知物質の絶対配置の決定が可能となる。 
 

 

 

 

13. フォトルミネッセンス分析システム【機器分析室 3】 

フォトルミネッセンス（Photoluminescence, PL）分析では、物質に電磁波を照射し、励起された電

子が基底状態に戻る際に放出する蛍光（fluorescence）やりん光（phosphorescence）を測定して、発光

スペクトルを解析する。発光スペクトルは物質中の不純物や結晶中の欠陥により影響を受けるの

で、これらの情報が得られる。例えば、半導体材料における不純物種や結晶性、混晶組成比などの

分析に用いられる。機種により、蛍光材料や発光デバイスの評価ができる 
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Quantaurus-Tau は、サブナノ秒 ~ ミリ秒の蛍光寿命を測定する装置で

ある。簡単な操作で高精度な蛍光寿命・PL スペクトルを短時間で測定

できる。蛍光寿命の応用は多岐に渡るが、有機金属錯体の分子内、分子

間電子移動やエネルギー移動反応、有機 EL 素子の開発に欠かせない材

料の蛍光やりん光寿命計測、蛍光蛋白質の FRET（エネルギー移動）、

LED 用の化合物半導体の良否判定などがある。同じ波長でも蛍光寿命の

異なる物質が複数存在する場合、存在比率より多くの情報が得られる。 
 

 

 

Quantaurus-QY は、フォトルミネッセンス法により、発光量子収率の絶

対値を瞬時に測定する装置である。計測ソフトウェアに数項目を指示す

るだけで、発光量子収率や励起波長依存性、PL 励起スペクトルなどを

短時間で測定できる。1 分ほどで解析結果を導き出すことも可能で、開

発から応用研究までの様々な分野で用いられている。溶液、粉末、固

体、薄膜に対応し、溶液試料を液体窒素温度に冷却することもできる。 
 

 

 

PF-8600 は光を試料に照射しエネルギーを吸収し、発光するフォトルミ

ネッセンス（蛍光・燐光）を測定する蛍光分光光度計である。また、検

出感度を自動的に調整するオートゲイン、オート SCS 機能、自動高次光

カットフィルターを装備し、従来の燐光寿命測定と燐光スペクトル測定

に加え、燐光による固定波長測定、 定量測定、時間変化測定を行うこ

とができる。溶液、粉末、固体、薄膜に対応が可能で、溶液試料を液体

窒素温度に冷却することもできる。 
 

 

 

 

14. テラヘルツイメージングシステム【機器分析室 8】 

テラヘルツ（THz）領域には、軽い分子の回転運動や分子振動の低周波数成分、水素結合のような

分子間振動、分子内の内部回転運動の周波数などがある。近年、フェムト秒レーザーの普及にともな

い、THz 時間領域分光法を用いた解析が急速に発展し、分子の構造や運動状態についての多くの情報

が得られるようになった。 

 
 
THz-TDS で発生・検出する電磁波の周波数帯域は THz である。テラヘル

ツ光は遠赤外光とも呼ばれ、その波長は電波と赤外線との中間にあり、

双方の特徴を持ち合わせている。分光学的には水素結合やファンデルワ

ールス力に支配される弱い相互作用の振動モードが含まれる。光学系の

配置と制御ソフトウェアにより、空間分解しない 2 次元走査／3 次元走

査と透過／反射の選択ができる。レーザーのアライメントモジュールが

用意されており、精密な調整（< 10 µm）ができる。 
 

 

 
BS-60YSAISIN は、クラス 3B のフェムト秒ファイバーレーザーであり、

波長 780 nm、1,560 nm の 2 波長同時出力ができる。パルス状レーザーは、

ともに、パルス幅 < 100 fs、平均出力 > 20 mW、繰り返し周波数 50 ± 2 

MHz である。ビームは縦偏光で、ビーム径はそれぞれ 2.5 ± 0.5 mm （780 

nm）、4.0 ± 1.0 mm（1,560 nm）である。冷却水等は不要で、レーザーヘッ

ドと制御装置のみで動作する。同期信号出力端子（SMA）より、レーザ

ー繰り返し周波数に同期した電気パルス信号が出力される。 
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15. レーザーラマン分光システム（LRS）【機器分析室 3】 

レーザーラマン分光法（Laser Raman Spectroscopy, LRS）は最も汎用性のある分光分析法の一つと

して利用されている。この分光法では、照射されたレーザー光と物質との相互作用により散乱され

るラマン光を測定することにより、化合物の分子種、原子団の種類、結合結晶構造、分子の配向特

性などの情報が得られる。ラマン分光法は、赤外など他の分光法に比べてサンプリングが容易で、

固体、液体、気体などを問わずに非破壊分析が可能で、さらに、in-situ 分析ができるなどの特長を有

する。それ故、半導体、ナノ材料、機能性有機高分子の構造解析に不可欠な手段となっている。最

近では、タンパク質などの生体高分子の機能発現メカニズムに関する研究に威力を発揮している。 

 
 
NRS-1000 の励起レーザー波長は 532 nm で、安定的に使用できるように

空冷、100 V の電源を使用されている。レーザー光に対する安全対策と

してクラス I（JIS 規格）相当でインターロックシステムに対応している

高感度冷却型 CCD 検出器が搭載されており、532 nm 励起でラマンシフ

ト値は 100 ~ 8,000 cm-1 の範囲で測定可能である。真空、高圧などを必要

とせず、ミクロ分析からマクロ分析まで対応でき、共焦点光学系により

最小 1 µm までの試料を測定することができる。 
 

 

 

 

16. 熱分析システム（EXSTAR-6000 Series）【機器分析室 3】 

熱分析は、温度変化にともなう物質・材料の構造変化を調べる方法である。化合物や材料のさまざ

まな熱現象（融解、ガラス転移、結晶化、硬化や重合等の反応、昇華・蒸発、熱分解・脱水、熱膨張・

熱収縮、熱履歴など）の解明という基礎研究や、新規開発材料の熱特性の評価、生産部門での品質管

理などの応用研究まで幅広く利用されている。測定対象としては、有機物か無機物であるかを問わず、

低分子化合物から高分子材料まで、あらゆる分野の化合物・材料をカバーしている。 

当分野には、熱分析システム EXSTAR-6000 Series（エスアイアイ・ナノテクノロジー製）として、

①示差走査熱量計（differential scanning calorimetry, DSC） ②熱重量・示差熱同時測定装置（thermo-

gravimetry/differential thermo-analysis, TG/DTA） ③熱機械分析装置（thermomechanical analyzer, TMA）

が設置されている。 

 
 

示差走査熱量計（DSC）は、試料の状態変化による吸熱反応や発熱反応

を測定する装置である。DSC6100（左、温度範囲：-150 ~ 500ºC）は生

命科学におけるタンパク質溶液などの高感度測定用である。冷却は液体

窒素溜めクーリングカンを使用する。試料の吸熱・発熱に伴う熱流の変

化を検知し、熱容量、反応温度などが測定できる。DSC6200（右、温度

範囲：-150 ~ 725ºC）は固体以外に液体も測定可能で、試料と基準物質

に一定の熱を加えて両者の温度差を捉え、試料の状態変化や結晶化など

が分析できる。 
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熱重量・示差熱同時測定装置（TG/DTA）は、試料の加熱に伴う重量変

化を検出し、基準物質との温度差を温度関数として測定する装置であ

る。TG/DTA6300 は温度をプログラムに従って変化させながら、試料の

重量変化と吸熱・発熱を測定することができる装置である。安定性に優

れかつ高感度な水平差動方式を採用しており、測定範囲は室温から

1500℃まで、TG の感度は 0.2 µg、試料量は 10 mg 程度である。熱安定

性や熱分解挙動を評価することができる。 
 

 

 

熱機械分析装置（TMA）は、プログラムに従って試料の温度を変化さ

せ、その過程で、試料に一定荷重を加えながら、温度に対する変形を測

定する装置である。TMA/SS6100 と TMA/SS6300 では、炉体とプローブ

は異なるが、共通の測定ユニットを使用する。測定範囲は室温から

1500℃まで、目的により、膨張・圧縮、針入、引張りプローブを使用す

る。温度変化に対して、試料の熱膨張や軟化等の変形が起こると、それ

に伴う変位量がプローブの位置変化量として計測される。 
 

 

 

 

17. 粒子解析システム【機器分析室 3】 

当分野には、粒子の形状や特性を解析するための装置として、マルバーンのフロー式粒子解析装置

FPIA-3000 と粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 Zetasizer Nano ZS が設置してある。 

 
 

FPIA-3000 は粒子画像から粒子形状や径に関する情報を出す装置であ

る。大きさと形の情報を二次元で解析することができる。また、個々の

粒子の情報を計測するのみならず、多量の粒子を一度に測定することが

可能で、統計的信頼性を確保できる。測定範囲は 0.5 µm ~ 160 µm で、

レンズ交換により 0.25 µm ~ 300 µm の範囲の粒子を測定でき、暗視野コ

ンデンサーを使用することで輪郭が不明確な画像へも対応できる。１回

の測定で、最大約 36 万個の粒子を短時間（約 2 分）で測定し、連続測

定も可能である。 
 

 

 

Zetasizer Nano ZS はレーザー散乱光を用いて粒子径を測定する、非接触

後方散乱（non-invasive backscatter, NIBS）光学系を利用した高性能な 2

角度検出系の分析装置である。1 台でナノサイズ粒子の粒子径、分子

量、拡散係数、ゼータ電位、粘弾性などが測定可能である。例えば、ゼ

ータ電位により、コロイド粒子の分散・凝集性や相互作用など、界面の

性質を評価することができる。各測定を組み合わせることにより、粒子

の構造や分子レベルでの修飾について解析することも可能である。 
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18. 粘弾性測定システム【機器分析室 3】 

当分野には、粘弾性を測定するためのレオメーター（Rheometrics）AR-G2 KG と動的粘弾性測定装

置（Dynamic viscoelasticity Measuring Apparatus, DMA）Q800 KG が設置されており、多種多様な粘弾性

測定に対応できる。 

 
 

レオメーターは応力を制御して、主に液体サンプルの粘弾性特性を測定

する装置である。AR-G2 KG は、超低ナノトルクコントロールを可能に

する、磁気浮上方式ベアリングテクノロジーを世界で初めて採用したレ

オメーターである。ドラッグカップモーター、スマートスワップジオメ

トリ、イーサネットコミュニケーションなどを有する。幅広いトルク範

囲、優れた歪分解能、広範囲な周波数などの特徴を持ち、固体、低粘度溶

液、溶融ポリマー、反応物質などに適用でき、その応用範囲は広い。 
 

 

 

DMA Q800 KG は非接触式で、応力を正確にコントロールするリニアド

ライブテクノロジーや低摩擦であるエアベアリング等の最先端技術を搭

載している。材料の弾性と粘性の両方の性質は、2 つの歪は感度と分解能

の高いオプティカルエンコーダテクノロジーを使って測定する。正弦波

（入力と出力）間の位相差で、正弦波の歪（応力）と正弦波の応力（歪）

を課して調べることが可能である。本装置は一段と高い性能を有し、特

に複合材料のような固い材料に最適である。 
 

 

 

 

19. 物質微細構造解析システム【機器分析室 7】 

当分野には、物質の微細構造を詳細に解析する X 線マイクロ CT スキャンと X 線回折装置が設置

されている。X 線マイクロ CT スキャン SKYSCAN 1172-GU は、工業材料・食品・生体試料・有機

材料・軽金属等のサンプルの三次元内部構造を非破壊・高分解能で観察できる。一方、X 線回折装

置 SmartLab は試料に応じてアプリケーションを変え、薄膜評価、液体分散ナノ粒子分析、結晶化度

評価などができる。 

 
 
SKYSCAN 1172-GU は試料の三次元内部構造を非破壊・高分解能で観察

できるマイクロ CT スキャナである。本装置は撮像の拡大プロセスにお

いてサンプルステージと X 線カメラが同時に移動する最新の設計アー

キテクチャを採用したシステムであり、従来の X 線 CT と比較して、数

倍の速さでスキャンを実行でき、最高空間分解能は 1 µm 以下である。

データの再構成は、標準装備の NRecon ソフトウェアか、高速再構成ソ

フトウェアの Instarecon により短時間で行うことができる。 
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SmartLab は発散ビーム・平行ビーム・集光ビームの切り替えが容易で

あり、接触型コネクタ方式採用により、測定目的に応じてユニットを交

換するだけで、サンプル情報に基づき光学素子や測定条件が設定され、

計測までの一連のプロセスがダイアログボックスにより提示される。例

えば、対応薄膜評価アプリケーションでは、組成分析、方位・配向分

析、結晶性評価、格子緩和評価、格子歪・残留応力評価、膜厚分析、界

面ラフネス分析、密度分析、面内均一性評価などが、種粉末アプリケー

ションでは定性分析、定量分析、結晶化度評価、結晶子サイズ/格子歪評

価、格子定数の精密化、Rietveld 解析などが行える。 
 

 

 

 

【医学地区】 

1. 磁気共鳴分光装置（NMR） 

外部静磁場に置かれた原子核が固有の周波数の電磁波と相互作用する現象（核磁気共鳴）を用い物

質を分析する装置。溶液状態で測定が出来、原子レベルの分解能を持つ。医学地区には 2 台の NMR

が設置されている。 

 
 

AVANCE III 800 は主にタンパク質をはじめとする生体高分子の立体構

造解析・運動性の解析、相互作用部位の同定等に使用可能である。クラ

イオプローブによる測定感度の著しい向上により、測定にかかる時間は

飛躍的に短縮され、16 倍のサンプルスループットを実現している。磁場

強度は 18.8 T（水素の共鳴周波数 800 MHz）で、1H、13C、15N、2H 核を

照射し、1H で高感度の測定を行う多重共鳴測定が可能である。 

 

 

 

AVANCE III 600 は主にタンパク質をはじめとする生体高分子の立体構

造解析・運動性の解析、相互作用部位の同定等に使用可能である。クラ

イオプローブにより測定感度は著しく向上している。磁場強度は 14.0 T

（水素の共鳴周波数 600 MHz）で、1H、13C、15N、31P、2H 核を照射

し、1H で高感度の測定を行う多重共鳴測定が可能である。 

 

 

 

2.  X 線回折（XRD） 

原子が規則的に並ぶ結晶に X 線を入射させると、散乱された X 線の光路差が波長の整数倍のとき、

電磁波の位相が一致して振幅が大きくなり、強い X 線が特定の方向で観察できる。これを X 線回折

（X‐ray diffraction, XRD）という。XRD は X 線が結晶格子で回折する現象のことであり、物質はそれ

ぞれに特有な規則性を持つ結晶をつくることから、X 線回折では物質の結晶構造や化合物の種類を分

析することができる。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/X%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/X%E7%B7%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%90%E6%99%B6%E6%A0%BC%E5%AD%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9E%E6%8A%98
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%90%E6%99%B6%E6%A7%8B%E9%80%A0
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FR-E SuperBright は物質の結晶構造や化合物の種類を分析する装置であ

り、回転対陰極式 Cu K 線光源（波長 1.54 Å）を有し、イメージング

プレートによるデジタルデータ取得が可能である。高輝度光源と高感度

検出器の組み合わせにより、実験室内機でありながら ~ 0.5 mm 角サイ

ズのタンパク質結晶に対して 1.8 Å 程度以上の高分解能スポットを取得

できる。冷却窒素ガス噴き付け機構により、データ取得中の試料冷却が

可能である。タンパク質結晶に最適化されたデータ半自動取得ソフトを

搭載している。 
 

 

 

 

3. 電子スピン共鳴装置（ESR） 

磁場の影響下に置かれた試料中の不対電子は、ある特定のエネルギーを持つ（周波数の）マイクロ

波を吸収し、高いエネルギー準位へと遷移する。この現象を利用することで不対電子の検出を行うの

が電子スピン共鳴である。ESR は選択的にフリ－ラジカルを測定できる唯一の手段である。 

 
 

EMXmicro は試料の形状（液体、気体、固体）に影響されず、非破壊的

に、遷移金属イオンもしくは有機化合物中のフリーラジカルを検出する

ことができる 
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3 利用の手引き 

1. 機器分析分野利用の手順 

 

 

 

 

↓ 

 

 

 

↓ 

 

 

 

↓ 

 

 

 

 

↓ 

 

 

 

 

 

◇ それぞれの申込み用紙は機器分析分野のホームページに掲載してあります。 

◇ 各機器の使用の際は、装置に備え付けの簡易マニュアルをご参照下さい。 

◇ 各機器の使用後、機器の状態について気が付いたことがありましたら、機器ノートに記載してく

ださい。 

◇ 問い合わせ 

機器分析分野の利用手順に関する質問 → 機器分析分野専任教員および職員にご相談下さい。 

機器分析分野の機器に関する質問（全般） → 機器分析分野専任教員および職員にご相談下さい。

なお、利用者が機器分析分野のどの機器を利用して

どのような研究を行っているかについては巻末の

利用者研究論文一覧（2019）をご参照ください。 

機器分析分野の機器の細かい測定のノウハウ・使用手順等 

 →  機器分析分野専任教員、職員および協力員が相談に

応じます。 

機器分析分野の運営に関するご意見・ご質問等 

 →  機器分析分野専任教員、職員あるいは各部局の運

営委員にご連絡下さい。 

利用者講習会 

測定機器を初めて使われる方には主に 4 月から 6 月にかけて行う利用者講習会を受講して頂きます。 

利用の申し込み 

日時を機器分析分野職員に相談のうえ、測定希望日を決定いたします。 

装置の利用 

原則として利用者が自ら測定機器を運転・操作していただきます。時間外の利用（夜間および土日）を

希望する人は時間外利用届をご提出ください。 

運転日誌 

利用者が実際の利用時間、利用状況を測定機器に備え付けの記録簿に記入してください。万一、測定機

器を破損した場合、あるいは、異常を認めた場合はただちに機器分析分野職員に連絡してください。 

利用者登録 

利用予定者（利用者資格については 2. の別表 1 をご参照下さい。）に機器利用講習会参加申し込

み書及び機器利用申請書（2. の別表 2）を提出していただきます。 
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2. 計測機器の利用に関する申し合わせ 

機器分析分野 

 （趣旨） 

第 1 条 岐阜大学高等研究院科学研究基盤センター機器分析分野（以下「機器分析」という。）に設置さ

れ、別表 1 に定められた計測機器（附属品を含む。以下「計測機器」という。）の利用については、

この申し合わせの定めるところによるものとする。 

 

 （管理） 

第 2 条 計測機器とその測定室及び測定準備室の管理は、分野長の命により機器分析職員及び計測機器

毎に定められた協力員が行う。 

 

 （利用者の資格） 

第 3 条 計測機器を利用できる者は、別表１に掲げた利用者の資格に該当する者とする。ただし、機器

分析が行う講習会を受講した者に限る。 

 

 （利用の申請） 

第 4 条 計測機器を利用しようとする者は機器利用講習会参加申し込み及び機器利用申請書（別表 2）

を分野長に提出しなければならない。 

 

 （利用の承認） 

第 5 条 分野長は、前条の申請が適当であると認めたときには、これを承認するものとする。 

 

 （変更の届出） 

第 6 条 前条の承認を得た者は、機器利用講習会参加申し込み及び機器利用申請書の記載事項に変更が

生じたときは、速やかにその旨を分野長に届け出なければならない。 

 

 （利用手続） 

第７条 利用に先立って、利用者は、あらかじめ利用日時を機器分析職員に相談のうえ、測定申込簿に

記入し予約しなければならない。 

2 前項の予約を変更、若しくは中止する場合は遅滞なく機器分析職員に届け出なければならない。 

3 利用者は、測定終了後、直ちに所定の記録簿に利用の項目を記入し、室内の清掃後、機器分析職員

に連絡しなければならない。 

 

 （注意義務） 

第 8 条 利用者は、計測機器の正常運用が維持されるよう万全の注意を払い、かつ測定に関する所定の

操作法を厳守しなければならない。万一、異常を認めたときは、直ちに機器分析職員又は協力員に

連絡しなければならない。 

 

（経費の負担） 

第 9 条 測定経費は別表 3 に定める計測機器の測定料金によるものとする。なお予約時間をもって使用

時間とし、超過した場合は超過時間を加算するものとする。 
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2 利用者が、故意又は過失により、装置及び測定室等に障害・破損等を引き起こした場合は、現状に

復する費用を負担しなければならない。 

 

 （利用時間） 

第 10 条 計測機器の利用時間は原則として機器分析の休業日以外の別表 1 に定める時間とする。ただ

し、必要と認められる場合はこの限りではない。 

2 利用者が、午後 5 時から翌朝午前 9 時までの間に利用を希望する場合は、利用当日の午後 4 時ま

でに必ず機器分析職員に時間外利用届（別表 4）を提出しなければならない。 

 

 （利用の取消等） 

第 11 条 利用者が、この申し合わせに違反し、又は測定機器の正常運用の維持に重大な支障を生じさせ

た場合、又はそのおそれのある場合は、分野長は利用の承認を取消し、又は一定期間の利用を停止

することができる。 

 

 （雑則） 

第 12 条 この申し合わせの実施に関し、必要な事項は分野長が定める。 

 

附 則  

 この申し合わせは、平成 16 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この申し合わせは、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この申し合わせは、平成 18 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この申し合わせは、平成 20 年 5 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この申し合わせは、平成 22 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この申し合わせは、平成 22 年 11 月 1 日から施行する。 

附 則 

 この申し合わせは、平成 30 年 4 月 1 日から施行する。 
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別表 1 利用者資格 

【柳戸地区】 

計測機器名 

（略称） 
利用者の資格（注 1, 2, 3, 4） 

利用時間および貸出し 

（注 5, 6） 

透過型電子顕微鏡 

(TEM) 

JEM-2100 

(STEM 可, EDX 付) 

職員 

研究室に所属している学生 

（資格を有する教員または

大学院生（教育学部および

地域科学部の場合、学部生）

の立ち会いのもとで 3 ヶ月

以上使用した者） 

月曜日～金曜日 

9:00 ～16:30 

金曜日の 17:00 から月曜

日の 9:00 迄は原則として

利用できない。 
H-7000 

走査型電子顕微鏡

(SEM) 

S-4300 (EDX 付) 

S-4800 (EDX 付) 

職員 

研究室に所属している学生

（資格を有する教員または

大学院生（教育学部および

地域科学部の場合、学部生）

の立ち会いのもとで 3 ヶ月

以上使用した者） 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

SEM-3000N (N-SEM) 
職員 

研究室に所属している学生 

電子顕微鏡関連 

小型機器 

真空蒸着装置､ｶﾞﾗｽﾅｲﾌ作

製器､超ﾐｸﾛﾄｰﾑ､ 

ﾃﾞｨﾝﾌﾟﾙｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰ､ 

ｲｵﾝｽﾊﾟｯﾀ､ｶｰﾎﾞﾝｺｰﾀｰ､ 

ｲｵﾝﾐﾘﾝｸﾞ装置､ 

精密ｲｵﾝﾎﾟﾘｯｼﾝｸﾞ装置､ 

超音波ﾃﾞｨｽｸｶｯﾀｰ､ 

ﾀﾞｲｱﾓﾝﾄﾞﾜｲﾔｰｿｰ､ 

小型ｽﾊﾟｯﾀｺｰﾀｰ､ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ･ｶｰﾎﾞﾝｺｰﾀｰ 

職員 

研究室に所属している学生 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

ﾈｵｵｽﾐｳﾑｺｰﾀｰ 

職員 

研究室に所属している学生

（資格を有する教員または

大学院生（教育学部および

地域科学部の場合、学部生）

の立ち会いのもとで 3 ヶ月

以上使用した者） 

デジタルマイクロ 

スコープ 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 
 

走査型プローブ 

顕微鏡システム 

(SPM) 

AFM5400L 

AFM5300E 

職員 

研究室に所属している学部

生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 
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X 線光電子分析装置 

(XPS) 

職員 

研究室に所属している学生（資格を有する教員または

大学院生（教育学部および地域科学部の場合、学部生）

の立ち会いのもとで 3 ヶ月以上使用した者） 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

高分解能質量分析 

装置 (MS) 

GC-MateⅡ 

JMS-700 

K9 

AccuTOF 

AXIMA 

職員、 

資格を有する教員が認めた

大学院の学生および学部生 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

液体クロマトグラフ 

(HPLC) 

Agilent1100 

nanoLC 

月曜日～金曜日 

9:00 ～20:00 

フーリエ変換核磁気

共鳴装置 

 (FT-NMR) 

JNM ECA 500 

JNM ECX400P 

JNM ECA600 

職員、 

研究室に所属している学部

生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～20:00 
JNM ECA 500 

NM-93030CPM（固体） 

職員、 

大学院の学生 

電子スピン共鳴 

装置 (ESR) 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

誘導結合プラズマ発光分析装置 (ICP-AES) 

マイクロ波分析前処理装置 (MARS6) 職員、研究室に所属してい

る学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

波長分散型蛍光 X 線分析装置 (XRF) 

有機微量元素分析装置 (OEA) 

職員、大学院の学生 

研究室に所属している学部

生は、指導教員が特に許可

した者 

超高速度現象 

解析システム 

超高速度撮影装置 

(UHC) 

職員、大学院の学生および

本学職員立ち会いのもと、

研究室に所属している学部

生 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

貸出し：1 日および 1 週間

単位で最大2週間まで延長

可 

旧装置貸出し： 

最長 2ヶ月(4月～9月)、 

最長 1か月(10月～3月) 

汎用高速度撮影装置 

(HV) 

パルスジェネレータ 

(PG) 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

貸出し：1 日および 1 週間

単位で最大2週間まで延長

可 

原則として PG 単独の貸出

しは行わない。 
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赤外線カメラ 

(TC) 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

貸出し：1 日および 1 週間

単位で最大2週間まで延長

可 

旧装置貸出し： 

最長 2ヶ月(4月～9月)、 

最長 1か月(10月～3月) 

紫外可視分光 

光度計 (UV-Vis) 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

フーリエ変換型 

赤外分光光度計 

(FT-IR) 

透過型 

職員 

研究室に所属している学部

生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

顕微・反射型 

In Situ プローブ式 

顕微・接触型 

旋光計 
職員 

研究室に所属している学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

円二色性分散計 

(CD) 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

蛍光分光光度計 

蛍光寿命測定装置 

（Tau） 職員 

研究室に所属している学部生

以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 
絶対 PL 量子収率測定

装置（QY） 

分光蛍光光度計（FL） 

フェムト秒 

ファイバーレーザー 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

貸出し：1 日および 1 週間

単位で最大2週間まで延長

可 

テラヘルツ分光 

走査型顕微鏡 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 
 

顕微レーザーラマン

分光システム 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

熱分析システム 

(DSC, TMA, 

TG/DTA) 

職員、大学院の学生 

研究室に所属している学部生は、指導教員が特に許可

した者 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

粒子・粘弾性 

解析システム 

フロー式粒子像分析 

装置 

職員 

研究室に所属している学部

生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

粒子径・ゼータ電 

位・分子量測定装置 

レオメーター 

動的粘弾性測定装置 
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X 線マイクロ 

CT スキャナー 

職員 

博士課程(工学部に於いては博士後期課程)の学生 

修士(博士課程前期)課程は指導教員が任命した研究室

代表者） 

研究室に所属している学生（3 ヶ月以上使用した者で、

資格を有する教員が認めたもの） 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

 

注 1：利用者は、分野長が特に適当と認めた者を利用可能とする。 

注 2：いずれも大学院の学生には、6 年課程の学部および学科に所属する 5、6 年生を含む。 

注 3：本大学とセンターの利用に関して取り決めを行っている大学等の機関の教員および学生についても、

本学の利用資格に準ずる 

注 4：資格者とは、3 か月以上の使用経験を持ち、教員から単独使用を認められたものとする。 

注 5：17:00 以降の利用希望者は「時間外利用届」を 16:00 迄に提出下さい。 

注 6：貸出しに際しては本学職員の立ち会いのもとに行うこと。2 週間を越えてさらに貸出し利用を希望す

る場合は改めて申請すること。 

 

【医学地区】 

計測機器名 

（略称） 
利用者の資格（注 1, 2, 3） 利用時間（注 4） 

フーリエ変換 

核磁気共鳴装置 

 (FT-NMR) 

AVANCE Ⅲ 600 

AVANCE Ⅲ 800 

本学職員、センター教員お

よび指導教員が許可した大

学院生 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

電子スピン共鳴装

置 (ESR) 

職員 

研究室に所属している学部生以上 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

超高輝度 X 線回折 

装置 (XRD) 

本学の職員 

博士課程(工学部に於いては博士後期課程)の学生修士

(博士課程前期)課程は指導教員が任命した研究室代表

者） 

利用する前に、放射線作業従事者の講習会を受講する

こと 

月曜日～金曜日 

9:00 ～17:00 

 

注 1：利用者は、分野長が特に適当と認めた者を利用可能とする。 

注 2：いずれも大学院の学生には、6 年課程の学部および学科に所属する 5、6 年生を含む。 

注 3：本大学とセンターの利用に関して取り決めを行っている大学等の機関の教員および学生についても、

本学の利用資格に準ずる。 

注 4：17:00 以降の利用希望者は「時間外利用届」を 16:00 迄に提出下さい。 
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別表 2  

令和 2 年度 高等研究院 科学研究基盤センター 機器分析分野 

機器利用申請書及び機器利用講習会参加申し込み 
 
岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 
機器分析分野長 殿 
 
下記の通り機器分析分野機器を利用したいので、講習会に参加した後、岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤
センター 機器分析分野利用規則を遵守し、申請します。 
 

 

 

指 導 教 員 

（連絡責任者） 

 

（氏名） 印 （職名）  

（所属） 学部 学科 講座・コース名 

    

TEL：  

電子メールアドレス：  

 
 
経 費 負 担 
責 任 者 

（氏名） 印      （職名）  

（所属） 学部 学科 講座・コース名 

    

TEL：  

利 用 希 望 
機 器 名 

 

申 請 者 

氏   名 職名 (学年) 内線 電子メールアドレス 
講習会参加希望および 

受講済者 備考 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

機器分析分野記入欄 

 受付番号  受付日  

お願い 

なお、本研究に関してご発表の論文には使用した機器分析分野の機器名を明記していただき、論文別刷り 1 部または 

電子ファイルを機器分析分野にご提出ください。ご協力をお願いいたします。 

岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 機器分析分野長 

注意 1 機器の使用に当たっては，機器ごとの使用申込書を別途提出してください。 

     （NMR 400・500・固体・600 MHz 4 台利用するといった場合、それぞれ別に提出して下さい） 

2 この申請書に登録（氏名）の無い方は利用できません。また，機器使用するには教員が講習会済みまたは参

加希望することを原則とします。講習会の日程は連絡責任者宛に e-mail で連絡します。 

3 センターの利用期間は当該年度内としてください。 

4 新規利用者又はパスワード変更希望者は下の欄を記入してください。 

  （装置の予約にログイン ID とパスワードが必要です。英数字 6 文字以上で設定してください。） 

ログイン ID   パスワード  
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別紙 

申 請 者 

氏   名 職名 (学年) 内線 電子メールアドレス 
講習会参加希望および 

受講済者 備考 
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別表 4. 岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 機器分析分野（柳戸地区）時間外利用届 
 

指導教員名                                          印 

在 

 

室 

 

者 

学部   

学科   

講座   

内線  身分（学年）  氏名  

使用する機  

器の番号に

〇をつけて

ください。 

1. 質量分析装置（JMS-700, JMS-K9, GCmateⅡ，AccuTOF, 液クロ, AXIMA, NanoLC） 

2. フーリエ変換超伝導核磁気共鳴装置（FT-NMR  400・600 MHz） 

フーリエ変換超伝導核磁気共鳴装置（FT-NMR  500 MHz・固体） 

3. 顕微レーザーラマン分光システム 

4. 有機微量元素分析装置 

5. 紫外可視分光光度計（UV） 

6. 赤外分光光度計（パーキン,日本分光） 

7. 円二色性分散計（CD）  

8. 熱分析システム（DSC，TG/DTA，TMA） 

9. 粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 

10. フロー式粒子像分析装置 

11. 旋光計 

12. レオメーター・動的粘弾性測定装置 

13. 赤外分光光度計（Illuminat IR, React IR） 

14.  PL 量子収率・蛍光寿命測定装置 

15. 分光蛍光光度計 

16. 精密天秤 

17. 透過型電子顕微鏡（TEM 日本電子） 

18. 透過型電子顕微鏡（TEM 日立） 

19. 電子顕微鏡（SEM4800, SEM4300, SEM3000） 

20. 蒸着装置・イオンスパッター・ディンプルグラインダー・イオンミリング装置・

精密イオンポリッシング・ネオオスミウムコーター・イオンコーター・カーボン

コーター・ダイヤモンドワイヤーソー  

21. 走査型プローブ顕微鏡（SPM）  

22. ミクロトーム・メッサー 

23. デジタルマイクロスコープ 

24. 電子スピン共鳴装置（ESR） 

25.  X 線光電子分析装置（Quantera） 

26. 誘導結合プラズマ発光分析装置（ICP-AES）  

27. マイクロ波分析前処理装置（MARS6） 

28.  X 線マイクロ CT スキャナー 

29. 蛍光 X 線分析 装置（XRF） 

30.  X 線回折装置（SmartLab） 

31. テラヘルツ分光走査型顕微鏡 

32. フェムト秒ファイバーレーザー 

利用日時 
     月    日（    ）    時    分 ～ 
 

     月    日（    ）    時    分 
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岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 機器分析分野（医学地区）時間外利用届 

 

指導教員名                          印 

在  

 

室 

 

者 

学

部 
 

学

科 
 

講

座 
 

内

線 
 身分（学年）  氏名  

使用する機  

器の番号に

○をつけて

ください。 

1. フーリエ変換超伝導核磁気共鳴装置（FT-NMR  600 MHz） 

2. フーリエ変換超伝導核磁気共鳴装置（FT-NMR  800 MHz） 

3. 電子スピン共鳴装置（ESR） 

4. 超高輝度 X 線回折装置 

利用日時 
     月    日（    ）    時    分 ～ 
 

     月    日（    ）    時    分 
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3. 受託試験等の手続き 

 

岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 機器分析分野 

受託試験，測定及び検査等取扱要項 

 

（趣旨） 

第 1 条 岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター（以下「センター｣という。）において，東海国

立大学機構受託研究規程第 24 条第 4 項に基づき行う定型的な試験，測定及び検査等の受託研

究（以下「試験等」という。）の取扱いについては，この要項の定めるところによる。 

 

（申込みの方法） 

第 2 条 試験等の申込みは，別紙様式第 1 号により行うものとする。 

 

（受入条件） 

第 3 条 試験等の受入れの条件は，次の各号に掲げるものとする。 

一 第 6 条に定める試験等の料金は原則として前納するものとする。ただし高等研究院科学研

究基盤センター長（以下「センター長」という。）が特別の事由があると認めた場合には後

納とすることができる。 

二 委託者からの申し出により試験等を中止した場合においても料金は返還しない。ただし，

特別の事情がある場合には，その全部または一部を返還することがある。 

  次に掲げる場合には，委託者の受ける損害に対してセンターはその責任を負わない。 

イ やむを得ない事由によって試験等を中止したため損害が生じたとき。 

ロ 試験等を行うために提出された材料等（以下「材料等」という。）に損害が生じたとき。 

ハ 第六号の場合において，センターの機器等を使用する者の責による事由によって損害

が生じたとき。 

三 試験等の実施上センター長が必要と認めたときは，材料等の再提出を求めることができる。 

四 材料等の搬入及び搬出は，すべて委託者が行うものとする。 

五 センター長が受入れできないと判断した材料等に係る試験等については，受入れをしない

ことができる。 

六 委託者が学内担当者の指導・立会の下で直接センターの機器等を使用する場合は，別紙様

式第 2 号の使用申請書を提出し，同書の確認事項を遵守し試験等を行うこととする。ただ

し，使用者は，センターが行う機器分析の使用に関する講習会を受講した者に限る。 

 

（受入れ及び結果の通知） 

第 4 条 試験等の受入れ及びその結果の通知は，センター長の定める手続を経て行うものとする。 

 

（秘密の保持等） 

第 5 条 センター及び委託者は，試験等の実施で知り得た相手方の秘密，知的財産等を相手方の書面

による同意なしに公開してはならない。 
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2 測定で得られたデータを委託者が公表する場合，原則として岐阜大学名を使用することはでき

ない。また，岐阜大学を特定できる表現も同様とする。ただし，センター長が大学名の使用を

許可した場合にはこの限りではない。 

 

（試験等の料金） 

第 6 条 試験等の料金は，別表 1，2，のとおりとする。ただし，研究教育上センター長が必要と認め

て試験等のための材料等の提供を要請した場合には料金を収納しないことができる。 

2 試験等の料金は，岐阜大学が発行する請求書により収納する。 

 

 

附 則 

この要項は，平成 16 年 4 月 1 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 20 年 4 月 1 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 20 年 11 月 26 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 22 年 11 月 24 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 23 年 7 月 1 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 26 年 4 月 28 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 27 年 1 月 23 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 27 年 7 月 22 日から実施する。 

附 則 

この要項は，平成 30 年 5 月 9 日から実施する。 

附 則 

この要項は，令和 2 年 4 月 1 日から実施する。 
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別表 試験等の基本利用料金（注 1, 2） 

【柳戸地区】 
 

機 器 名 数 量 料 金 （円） 

電子顕微鏡   

透過型電子顕微鏡 （TEM） 1 検体 42,000 

走査型電子顕微鏡 （SEM） 基本測定 1 件 20,000 

 その他特殊測定 応相談 

デジタルマイクロスコープ 基本測定 1 件 21,000 

走査型プローブ顕微鏡 （SPM） 基本測定 1 検体 10,000 

 その他特殊測定 応相談 

走査型 X 線光電子分光分析装置    

（Quantera） 

  

（ワイドスキャンを含む，4 元素まで）  40,000 

 その他の特殊測定 応相談 

質量分析装置   

低分解能測定 1 検体 21,000 

高分解能測定 1 検体 30,000 

質量分析装置用液体クロマトグラフ 24 時間ごと 30,000 

超伝導高分解能フーリエ変換核磁気共鳴装置   

H-NMR 1 検体 22,000 

C-NMR 1 検体 30,000 

2D NMR （COSY） 1 検体 43,000 

その他特殊測定  応相談 

電子スピン共鳴装置 （ESR） 基本測定 1 検体 10,000 

 その他特殊測定 応相談 

誘導結合プラズマ発光分析装置 （ICP） 1 検体(5 元素まで) 20,000 

 1 元素追加ごと 4,000 

蛍光 X 線分析装置 （XRF） 1 検体 21,000 

 

0,000 

有機微量元素分析装置 （OEA） 1 検体 21,000 

超高速度現象解析システム 1 検体 31,000 

紫外可視分光光度計 基本測定 1 件 21,000 

フーリエ変換赤外分光光度計         透過型分光

計 

基本測定 1 件 21,000 

顕微・反射型分光計 基本測定 1 件 21,000 

プローブ式分光計 24 時間ごと 33,000 

旋光度計 基本測定 1 件 19,000 

円二色性分散計 基本測定 1 件 21,000 

蛍光寿命測定装置 （Tau） 基本測定 1 件 21,000 

絶対 PL 量子収率測定装置 （QY） 基本測定 1 件 21,000 

分光蛍光光度計 基本測定 1 件 21,000 

顕微レーザーラマン分光計 基本測定 1 件 21,000 

熱分析装置 1 検体 21,000 
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フロー式粒子像分析装置 

 

基本測定 1 件 20,000 

粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 基本測定 1 件 20,000 

レオメーター 基本測定 1 件 14,000 

動的粘弾性測定装置 基本測定 1 件 14,000 

 X 線マイクロ CT スキャナー 1 検体 41,000 

 

【医学地区】 

機 器 名 数 量 料 金 （円）

（円） 核磁気共鳴装置 （AVANCE III 800 型）   

H- NMR 1 検体 53,000 

 C-NMR/2D NMR 1 検体 77,000 

3D NMR 1 検体 204,000 

核磁気共鳴装置 （AVANCE III 600 型）   

H- NMR 1 検体 32,000 

C-NMR/2D NMR 1 検体 46,000 

3D NMR 1 検体 135,000 

電子スピン共鳴装置 （ESR） 基本測定 1 検体 10,000 

 その他特殊測定 応相談 

(注 1) 消費税は料金には含まれておらず，別途請求する。 

(注 2) 前処理・消耗品等が必要な場合については，別途相談の上，確定する。 
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4. 受託試験等の手続き 

 

(1) 受託試験等のご相談 

受託試験や分析のご相談がありましたら、電話等にてご連絡ください。機器分析分野の職員が

適切な機器担当者をご紹介いたします。 

(2) 打合せ日の決定 

担当職員と試験について打合せを行う日程を調整してください。 

(3) 試験打合せ 

機器分析分野にお越しいただき、担当の職員と試験内容、実施日等の打合せを行ないます。そ

の時に試験サンプルや試験に関する資料がございましたら、一緒にお持ちください。 なお、試

験の内容や試験サンプルの形状によっては、試験が行なえない場合もあります。 

(4) 受託試験のお申し込み 

受託試験を申し込まれる時は、依頼書にご記入いただき、利用料金をお支払いただきます。 

(5) 試験等の実施 

試験等実施日には，試験サンプルをお持ち込みいただき測定に同席してください。 

(6) データの受領 

同席していただきながら得られたデータを基に担当の教職員と内容について協議し、データを

お持ち帰り下さい。 
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別紙様式第 1 号 

センター長 
研  究 

推進課長 

研    究 

推進課長補佐 
研究施設係長 研究施設係 分野長 機器分析分野 

       

 

受付番号     号 

岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 機器分析分野 受託試験等依頼書 

                                                            令和  年  月  日 

東海国立大学機構 岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター長 殿 

 

                         住所又は所在地
ﾌ      ﾘ      ｶﾞ      ﾅ

 〒   -     

                                    企業等名及び代表者名
ﾌ   ﾘ   ｶ ﾞ   ﾅ

             ㊞ 

                                      （連絡先） 

担当者（所属・氏名）            ㊞ 

電話番号 

FAX 番号 

電子メール 

岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター受託試験、測定及び検査等取扱要項（以下、「取扱要

項」）の内容を熟知の上、次のとおり試験等を依頼します。 

供 試 物 品 名 

及  び  数  量 

品     名 数 量 

  

依 頼 事 項 

（使用する機器名等をご

記入下さい。） 

 

相 談 希 望 日 令和  年  月  日 試験等実施希望日 令和  年  月  日 

上記の内容について、取扱要項第 3 条一項のただし書きによる、取扱を認める。 

センター長 

試験等料金合計 

（ ① ＋ ② ） 
 

料 

金 

内 

訳 

① 別表料金表に

よる試験等の料金

内訳 

 【使用機器（試験等種別）：数量（件数）×単価＝   円】 

                           

② 相談等により

設定した（その他特

殊測定等）料金内訳 

【積算等】 

                           円 

試験等担当者                           

※注 太線枠内を記入してください。取扱要項の内容を受け入れられない場合、依頼測定は行われません。 
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センター長 
研 究 

推進課長 

研 究 

推進課長補佐 
研究施設係長 研究施設係 分野長 機器分析分野 

       

 

岐阜大学 高等研究院 科学研究基盤センター 分析機器等使用申請書 

 
令和  年  月  日 

東海国立大学機構 岐阜大学 高等研究院 

科学研究基盤センター長  殿 

 

 所属機関（会社）住所
フ リ ガ ナ

 〒 

 所属機関（会社）名
フ リ ガ ナ

 

 使用者氏名
フ リ ガ ナ

 印 

 所属部署 

 電話番号    （   ） 

 

下記の確認条項に同意し，分析機器等の使用について申請します。 

 

1 分析機器使用・測定については、申込時に使用者が岐阜大学の担当者と十分な相談をして、「岐阜大

学 高等研究院 科学研究基盤センター受託試験等依頼書」を提出する。 

2 使用・測定の料金は使用前に納入するものとする。使用・測定を中止した場合においても料金は使

用者に返還しない。 

3 分析装置の故障などで測定できなくなった場合には、測定を延期することがあるが、それに関わる

損害を使用者は請求できない。 

4 センター長及び担当者は、使用者が機器を取り扱うのに十分な資質を有していないと判断したとき

には、いかなる時点においても作業を制止できる。また、毒物や法律等に触れるもの、さらに、機

器を破損する恐れのあるものなどセンター長及び担当者が受入れできないと判断したものについ

ては、測定を拒否する。 

5 使用・測定については、使用者は単独でするのではなく、岐阜大学の担当者が同席して、担当者の

指導・立会いの下で使用者が作業する。使用者の責任で機器を棄損または滅失したときには、使用

者がこれを原形に復し、また損害を賠償する。 

6 使用者は、機器の利用に当たって、関係法律を守り、安全衛生対策、事故防止に十分注意を払うも

のとする。また、使用者は、指定された場所以外に許可なく出入りすることはできない。 

7 前記 6 の項目に反して、使用者の過失により本人が怪我または病気をした場合は、岐阜大学は一切

責任を負わないものとする。 

8 使用者は、承認された時間内に清掃を含めてすべての作業を終了する。 

9 測定で得られたデータは、岐阜大学が保障するものではない。そのため、データの外部への公表に

おいて、いかなる場合においても岐阜大学名を使うことはできない。また、その際に岐阜大学を特

定できる表現も使えない。ただし、センター長が大学名の使用を許可した場合にはこの限りではな

い。 

10 前記 9 の項目に反して、外部に公表したことで岐阜大学が受けた被害及び損害については、使用者

及びその会社が賠償するものとする。 
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4 活動報告 

1. 2019年度機器の利用状況 

表 4-1-1. 【柳戸地区】登録人数、延利用人数、延検体数、延使用時間 

1-1 大型電子顕微鏡（透過型 JEM-2100 日本電子製） 納入年月日 平成 22 年 2 月 26日 

 

1-2 大型電子顕微鏡（透過型 H-7000 日立製作所製） 納入年月日 平成 21 年 5 月 12 日 

 

1-3 走査型電子顕微鏡（S-4300 型 日立ハイテクノロジ－ズ製） 納入年月日 平成 15 年 3 月 5 日 

 

1-4 走査型電子顕微鏡（S-4800 型 日立ハイテクノロジ－ズ製） 納入年月日 平成 20 年 3 月 27 日 

 

1-5 走査型電子顕微鏡（S-3000N 型 日立ハイテクノロジ－ズ製） 納入年月日 平成 16 年 3 月 2 日 

 

1-6 デジタルマイクロスコープ （DVM5000 ライカ製） 納入年月日 平成 22 年 11 月 10 日 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 1 0 5 53 14 0 5 0 0 0 8 86 

延利用人数（人） 2 0 0 137 0 0 0 0 0 0 4 143 

延検体数（件） 3 0 0 333 0 0 0 0 0 0 4 340 

延使用時間（Ｈ） 15.0 0.0 0.0 637.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.0 659.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 65 1 0 0 0 0 0 8 74 

延利用人数（人） 0 0 0 15 10 0 0 0 0 0 13 38 

延検体数（件） 0 0 0 38 22 0 0 0 0 0 26 86 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 43.5 36.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 47.5 127.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 4 0 0 260 37 3 5 0 0 9 5 269 

延利用人数（人） 14 0 0 281 73 1 0 0 0 14 7 390 

延検体数（件） 15 0 0 875 236 3 0 0 0 64 25 1,218 

延使用時間（Ｈ） 69.0 0.0 0.0 1,148.5 222.5 1.0 0.0 0.0 0.0 32.0 24.0 1,497.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 1 0 1 167 34 0 7 0 0 9 7 226 

延利用人数（人） 0 0 73 473 18 0 3 0 0 90 0 657 

延検体数（件） 0 0 239 1,992 77 0 15 0 0 512 0 2,835 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 230.5 1,499.5 46.0 0.0 14.0 0.0 0.0 216.0 0.0 2,006 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 8 0 0 109 23 0 5 0 0 0 0 145 

延利用人数（人） 2 0 0 23 6 0 0 0 0 0 0 31 

延検体数（件） 8 0 0 36 28 0 0 0 0 0 0 72 

延使用時間（Ｈ） 7.0 0.0 0.0 60.5 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 83.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 8 0 0 31 6 0 0 0 0 5 0 50 

延利用人数（人） 0 0 0 64 3 0 0 0 0 0 0 67 

延検体数（件） 0 0 0 287 6 0 0 0 0 0 0 293 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 73.5 7.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 81.0 
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2 走査型プローブ顕微鏡システム（AFM-5300, AFM5400 日立ハイテクサイエンス製） 

  納入年月日 平成 26 年 3 月 27 日 

 

3 走査型 X 線光電子分光分析装置（Quantera SXM-GS アルバック・ファイ製） 納入年月日 平成 19 年 12 月 21 日 

 

4-1 高分解能質量分析装置（JMS-700 日本電子製） 納入年月日 平成 16 年 1 月 19 日 

 

4-2 四重極型質量分析装置（JMS-AMSUN200/GI K9 日本電子製） 納入年月日 平成 16 年 1 月 19 日 

 

4-3 ガスクロマトグラフ質量分析システム（GC-mateⅡ 日本電子製） 管理換年月日 平成 16 年 3 月 31 日 

 

4-4 液体クロマトグラフ（Agilent1100 アジレント社製） 納入年月日 平成 16 年 3 月 22 日 

 

4-5 AccuTOF（LC-PLUS JMS-T100LP 日本電子製） 納入年月日 平成 23 年 6 月 29 日 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 1 0 0 121 13 0 0 0 0 1 2 138 

延利用人数（人） 0 0 0 98 103 0 0 0 0 0 22 223 

延検体数（件） 0 0 0 263 182 0 0 0 0 0 37 482 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 449.5 368.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 88.5 906.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 151 3 0 0 0 0 2 2 158 

延利用人数（人） 0 0 0 270 7 0 0 0 0 0 22 299 

延検体数（件） 0 0 0 1,151 46 0 0 0 0 0 123 1,320 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 3,610.0 125.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 203.0 3,938.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 7 0 0 48 25 0 7 0 0 0 2 89 

延利用人数（人） 46 0 0 74 0 0 1 0 0 0 1 122 

延検体数（件） 324 0 0 621 0 0 1 0 0 0 5 951 

延使用時間（Ｈ） 47.0 0.0 0.0 180.5 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 229.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 37 18 0 0 0 0 1 0 56 

延利用人数（人） 0 0 0 0 72 0 0 0 0 0 0 72 

延検体数（件） 0 0 0 0 181 0 0 0 0 0 0 181 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 293.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 293.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 28 3 0 2 0 0 0 0 33 

延利用人数（人） 0 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 17 

延検体数（件） 0 0 0 123 0 0 0 0 0 0 0 123 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 53.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 53.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 0 15 0 12 0 0 0 0 27 

延利用人数（人） 0 0 0 0 31 0 0 0 0 0 0 31 

延検体数（件） 0 0 0 0 531 0 0 0 0 0 0 531 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 382.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 382.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 7 0 0 64 54 0 7 0 1 0 0 133 

延利用人数（人） 18 0 0 147 56 0 3 0 2 0 0 226 

延検体数（件） 82 0 0 293 224 0 9 0 17 0 0 625 

延使用時間（Ｈ） 33.0 0.0 0.0 226.5 133.5 0.0 6.0 0.0 6.0 0.0 0.0 405.0 
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4-6 飛行時間型質量分析装置（AXIMA-Resonance 島津製） 管理換年月日 平成 26 年 9 月 1 日 

 

4-7 nanoLC （LC-20ADnano 島津製） 管理換年月日 平成 26 年 9 月 1 日 

 

5-1 フーリエ変換核磁気共鳴装置（JNM-ECX400P 型 日本電子製） 納入年月日 平成 19 年 3 月 28 日 

 

5-2 フーリエ変換核磁気共鳴装置（JNM-ECA600 型 日本電子製） 納入年月日 平成 19 年 3 月 28 日 

 

5-4 フーリエ変換核磁気共鳴装置（JNM-ESA500 型 日本電子製） 管理換年月日 平成 16 年 2 月 27 日 

 

5-5 フーリエ変換核磁気共鳴装置（JNM-ESA500 型 固体 日本電子製） 管理換年月日 平成 16 年 2 月 27 日 

 

6 電子スピン共鳴装置（JES-FA100 日本電子製） 管理換年月日 平成 16 年 2 月 27 日 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 18 49 0 12 0 0 0 2 81 

延利用人数（人） 0 0 0 58 129 0 3 0 0 0 0 190 

延検体数（件） 0 0 0 203 512 0 12 0 0 0 0 727 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 53.0 156.5 0.0 3.5 0.0 0.0 0.0 0.0 213.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 3 0 0 5 0 0 0 0 8 

延利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延検体数（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 7 0 0 91 58 0 12 0 0 0 0 168 

延利用人数（人） 174 0 0 1,167 289 0 32 0 0 0 0 1,662 

延検体数（件） 924 0 0 1,814 491 0 40 0 0 0 0 3,269 

延使用時間（Ｈ） 126.5 0.0 0.0 1,506.0 272.5 0.0 17.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1,922.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 13 0 0 82 67 0 12 0 0 1 0 175 

延利用人数（人） 261 0 0 60 533 0 13 0 0 0 0 867 

延検体数（件） 983 0 0 89 1,174 0 32 0 0 0 0 2,278 

延使用時間（Ｈ） 275.5 0.0 0.0 79.5 1,381.0 0.0 15.5 0.0 0.0 0.0 0.0 1,751.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 13 0 0 81 59 0 12 0 0 0 0 165 

延利用人数（人） 114 0 0 187 227 0 3 0 0 0 0 531 

延検体数（件） 401 0 0 260 531 0 6 0 0 0 0 1,198 

延使用時間（Ｈ） 95.5 0.0 0.0 249.5 204.0 0.0 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 555.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 6 7 0 0 0 0 1 0 14 

延利用人数（人） 0 0 0 2 11 0 0 0 0 0 0 13 

延検体数（件） 0 0 0 2 11 0 0 0 0 0 0 13 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 24.0 161.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 185.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 62 3 0 0 0 0 0 0 65 

延利用人数（人） 0 0 0 64 2 0 0 0 0 0 0 66 

延検体数（件） 0 0 0 193 7 0 0 0 0 0 0 200 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 230.5 6.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 236.5 
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7 誘導結合プラズマ発光分析装置（ULTIMA2 堀場製作所製） 納入年月日 平成 20 年 10 月 15 日   

 

8-1  波長分散型蛍光 X 線分析装置 （S8 TIGER ブルカーAXS 社製） 納入年月日 平成 24 年 3 月 30 日 

 

8-2  ビードマシーン （Katanax-K1 ブルカーAXS 社製） 納入年月日 平成 24 年 3 月 30 日 

 

8-3  粉砕機 （MC-4A ブルカーAXS 社製） 納入年月日 平成 24 年 3 月 30 日 

 

9 有機微量元素分析装置（CHN JM10 ジェイ・サイエンス・ラボ製） 納入年月日 平成 23 年 8 月 4 日 

 

10 超高速度現象解析システム（貸出）  

超高速度度撮影装置，高速度ビデオ装置，光増幅装置，熱画像解析装置，パルスジェネレータ，レーザー照明装置，

PIV システム  納入年月日 平成 11 年 3 月 19 日 

ハイパービジョン，高速度ビデオカメラシステム，サーモカメラ 納入年月日 平成 23 年 7 月 1 日 

 

 

 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 6 0 0 13 8 0 0 0 0 1 7 35 

延利用人数（人） 39 0 0 51 0 0 0 0 0 0 9 99 

延検体数（件） 2,541 0 0 1,112 0 0 0 0 0 0 190 3,843 

延使用時間（Ｈ） 318.0 0.0 0.0 264.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 63.0 645.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 3 0 0 94 0 0 0 0 0 6 0 103 

延利用人数（人） 0 0 0 134 0 0 0 0 0 29 0 163 

延検体数（件） 0 0 0 424 0 0 0 0 0 112 0 536 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 244.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 68.0 0.0 312.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 3 0 0 94 0 0 0 0 0 6 0 103 

延利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延検体数（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 3 0 0 94 0 0 0 0 0 6 0 103 

延利用人数（人） 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 

延検体数（件） 0 0 0 140 0 0 0 0 0 0 0 140 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 336.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 336.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 15 0 0 61 8 0 7 0 0 1 0 92 

延利用人数（人） 19 0 0 16 26 0 0 0 0 0 0 61 

延検体数（件） 724 0 0 253 363 0 0 0 0 0 0 1,340 

延使用時間（Ｈ） 194.0 0.0 0.0 118.0 153.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 465.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 19 6 0 0 0 0 0 0 25 

延利用人数（人） 0 0 0 54 3 0 0 0 0 0 0 57 

延検体数（件） 0 0 0 5,510 190 0 0 0 0 0 0 5,700 

延使用時間（Ｈ） 0 0 0 13,224 456 0 0 0 0 0 0 13,680 
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11-1 紫外可視分光光度計 （950 UV/VIS/NIR パーキンエルマー製） 納入年月日 平成 23 年 4 月 6 日 

 

11-2 フーリエ変換赤外分光光度計 （Spectrum100 FT-IR パーキンエルマー社製） 納入年月日 平成 23 年 3 月 22 日 

 

11-3 顕微・反射型赤外分光光度計（顕微-IR 460PLUS 日本分光製） 納入年月日 平成 15 年 1 月 10 日 

 

11-4 In Situ フーリエ変換赤外分光光度計（ReactIR 4100 F-GU ｾﾝｻｰﾃｸﾉﾛｼﾞｰ社製） 納入年月日 平成 16 年 3 月 24 日 

 

11-5 旋光計 （P-2300 日本分光製） 納入年月日 平成 23 年 3 月 1 日 

 

12 円二色性分散計（CD J-820P 日本分光製） 納入年月日 平成 14 年 3 月 18 日 

 

13-1 蛍光寿命測定装置（Quantaurus-Tau 浜松ホトニクス製） 納入年月日 平成 23 年 8 月 26 日 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 6 0 0 112 9 0 5 0 0 3 0 135 

延利用人数（人） 0 0 0 28 6 0 6 0 0 0 0 40 

延検体数（件） 0 0 0 90 43 0 51 0 0 0 0 184 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 53.5 8.0 0.0 11.5 0.0 0.0 0.0 0.0 73.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 6 0 0 117 21 0 11 0 0 2 0 157 

延利用人数（人） 0 0 0 62 11 0 1 0 0 0 0 74 

延検体数（件） 0 0 0 162 53 0 2 0 0 0 0 217 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 88.0 18.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 0.0 107.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 13 0 0 67 3 0 7 0 0 0 0 90 

延利用人数（人） 66 0 0 32 1 0 0 0 0 0 0 99 

延検体数（件） 359 0 0 459 0 0 0 0 0 0 0 818 

延使用時間（Ｈ） 82.5 0.0 0.0 99.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 181.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 24 0 0 0 0 0 0 0 24 

延利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延検体数（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 12 31 0 7 0 0 0 0 50 

延利用人数（人） 0 0 0 8 22 0 0 0 0 0 0 30 

延検体数（件） 0 0 0 37 44 0 0 0 0 0 0 81 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 16.5 32.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 48.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 6 33 41 0 5 0 0 0 23 108 

延利用人数（人） 0 0 0 21 26 0 0 0 0 0 16 63 

延検体数（件） 0 0 0 63 66 0 0 0 0 0 120 249 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 117.5 114.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 76.0 307.5 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 70 0 0 1 0 1 0 7 79 

延利用人数（人） 0 0 0 75 0 0 2 0 5 0 0 82 

延検体数（件） 0 0 0 243 0 0 11 0 47 0 0 301 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 330.0 0.0 0.0 11.0 0.0 22.5 0.0 0.0 363.5 
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13-2 絶対 PL 量子収率測定装置 （Quantaurus-QY 浜松ホトニクス製） 納入年月日 平成 23 年 8 月 26 日 

 

13-3 分光蛍光光度計 （FP-8600 日本分光製） 納入年月日 平成 23 年 8 月 2 日 

 

14-1 フェムト秒ファイバーレーザー（BS-60-YS アイシン精機製） 納入年月日 平成 18 年 3 月 3 日 

 

14-2 テラヘルツ分光走査型顕微鏡 （THz-TDS オザワ科学製）  納入年月日 平成 18 年 3 月 3 日 

 

15 顕微レーザーラマン分光システム（NRS-1000 日本分光製） 納入年月日 平成 15 年 3 月 25 日 

 

16 熱分析システム（EXSTAR-6000 エスアイアイ製） 納入年月日 平成 16 年 3 月 19 日 

 

17-1 フロー式粒子像分析装置 （FPIA マルバーン社製） 納入年月日 平成 22 年 9 月 30 日 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 70 0 0 0 0 0 0 7 77 

延利用人数（人） 0 0 0 73 0 0 0 0 0 0 2 75 

延検体数（件） 0 0 0 231 0 0 0 0 0 0 10 241 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 274.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.0 277.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 67 0 0 5 0 0 0 0 72 

延利用人数（人） 0 0 0 83 0 0 0 0 0 0 0 83 

延検体数（件） 0 0 0 291 0 0 0 0 0 0 0 291 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 258.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 258.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 

延利用人数（人） 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 

延検体数（件） 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 10 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 384.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 384.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 

延利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延検体数（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 1 0 0 136 7 0 1 0 0 3 3 151 

延利用人数（人） 0 0 0 159 0 0 4 0 0 0 0 163 

延検体数（件） 0 0 0 580 0 0 38 0 0 0 0 618 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 372.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 382.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 9 0 0 53 24 0 0 0 0 0 0 86 

延利用人数（人） 16 0 0 83 54 0 0 0 0 0 0 153 

延検体数（件） 16 0 0 135 159 0 0 0 0 0 0 310 

延使用時間（Ｈ） 16.5 0.0 0.0 488.0 276.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 781.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 1 6 0 0 0 0 3 0 10 

延利用人数（人） 0 0 0 11 43 0 0 0 0 0 0 54 

延検体数（件） 0 0 0 102 277 0 0 0 0 0 0 379 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 60.0 91.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 151.0 
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17-2 粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 （Zetasizer Nano ZS マルバーン社製） 納入年月日 平成 22 年 9 月 30 日 

 

18-1 レオメーター （AR-G2KG TA・インスツルメント社製） 納入年月日 平成 23 年 3 月 31 日 

 

18-2 動的粘弾性測定装置 （DMA Q800KG TA・インスツルメント社製） 納入年月日 平成 23 年 3 月 31 日 

 

19 X 線マイクロ CT スキャナー （SKYSCAN1172-GU 東陽テクニカ製） 納入年月日 平成 22 年 11 月 5 日 

* データ処理のみの利用者も含む 

註）教育：教育学部，地域：地域科学部，医：医学部，工：工学部，応生：応用生物科学部，流域：流域圏科学研究 

センター，科基セ：科学研究基盤センター，連創：連合創薬医療情報研究科，他：共用機器支援センター等 

 

  

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 20 7 0 0 0 0 0 0 27 

延利用人数（人） 0 0 0 133 12 0 0 0 0 0 0 145 

延検体数（件） 0 0 0 334 22 0 0 0 0 0 0 356 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 538.0 38.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 576.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 20 27 0 5 3 0 0 6 61 

延利用人数（人） 0 0 0 43 46 0 0 1 0 0 0 90 

延検体数（件） 0 0 0 141 162 0 0 10 0 0 0 313 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 113.5 97.5 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 213.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 20 7 0 0 0 0 0 0 27 

延利用人数（人） 0 0 0 74 29 0 0 0 0 0 0 103 

延検体数（件） 0 0 0 218 266 0 0 0 0 0 0 484 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 634.5 162.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 797.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 1 0 0 27 21 0 0 0 1 0 2 52 

延利用人数（人） 0 0 0 115* 437 0 0 0 2 0 6 560 

延検体数（件） 0 0 0 60 1,322 0 0 0 4 0 6 1,392 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 574.0 1,960.0 0.0 0.0 0.0 8.0 0.0 27.0 2,569.0 
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表 4-1-2. 【医学地区】登録人数、延利用人数、延検体数、延使用時間 

1-1 フーリエ変換核磁気共鳴装置（Bruker Biospin AVANCEⅢ 600 ブルカー製） 管理換年月日 平成 23 年 4 月 1 日 

 

1-2 フーリエ変換核磁気共鳴装置（Bruker Biospin AVANCEⅢ 800 ブルカー製） 管理換年月日 平成 23 年 4 月 1 日 

 

2 超高輝度 X 線回折装置 （Rigaku FR-E SuperBright リガク製) 管理換年月日 平成 23 年 4 月 1 日 

 

3 ESR（Bruker Biospin EMXmicro ブルカー製） 管理換年月日 平成 23 年 4 月 1 日 

註）教育：教育学部，地域：地域科学部，医：医学部，工：工学部，応生：応用生物科学部，流域：流域圏科学研究 

センター，科基セ：科学研究基盤センター，連創：連合創薬医療情報研究科，他：共用機器支援センター等 

 

  

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 1 41 0 12 0 1 0 27 82 

延利用人数（人） 0 0 0 8 50 0 34 0 10 0 1 103 

延検体数（件） 0 0 0 8 95 0 142 0 12 0 1 258 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 142.0 427.0 0.0 679.0 0.0 205.0 0.0 20.0 1,473.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 1 46 0 12 1 1 0 3 64 

延利用人数（人） 0 0 0 3 21 0 28 4 1 0 0 57 

延検体数（件） 0 0 0 3 24 0 66 4 8 0 0 105 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 72.0 167.5 0.0 497.5 48.0 1.0 0.0 0.0 786.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 0 7 0 5 0 0 0 0 0 

延利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延検体数（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

項  目 教育 地域 医 工 応生 流域 科基セ 生命の鎖 連創 他 岐薬 計 

登録人数（人） 0 0 0 33 0 0 5 0 0 0 0 38 

延利用人数（人） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延検体数（件） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

延使用時間（Ｈ） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
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2. 活動状況報告 
 

1)  2019 年度機器分析分野協力員会議 

  議題 (1) 昨年度の議事録の確認 

(2) 講習会について 

(3) マニュアル作成について 

(4) 機器分析分野より 

(5) その他 

 

表 4-2-1. 協力員会議一覧 

協力員グループ名* 開催日 出席者数** 

電子顕微鏡・デジタル顕微鏡・走査型プローブ顕微鏡（SPM） 4 月 12 日（金） 9 

走査型 X 線光電子分光分析装置 4 月 19 日（金） 4 

高分解能質量分析装置 4 月 18 日（木） 7 

フーリエ変換核磁気共鳴装置 5 月 7 日（火） 8 

電子スピン共鳴装置 4 月 17 日（水） 3 

組成分析装置（ULTIMA2, S8-TIGER, CHN JM-10） 5 月 7 日（火） 9 

超高速度現象解析システム 4 月 26 日（金） 6 

分光小型機器 4 月 16 日（火） 10 

粒子径・粘弾性測定装置 4 月 26 日（金） 4 

X 線分析装置（Skyscan1172, FR-E Super Bright） 4 月 18 日（木） 4 

註）* 詳しくは表 1 参照 

  ** 機器分析分野職員は除く 

 

2)  2019 年度国立大学機器・分析センター協議会 

期 日：2019 年 10 月 20 日（金） 

会 場：千葉大学西千葉キャンパス 工学系総合研究棟 2 202 コンファレンスルーム 

当番校：千葉大学 共用機器センター 

出席者：鎌足雄司、沢田義治 

次 第：（1）基調講演 文部科学省 研究振興局学術機関課 研究支援係長 大久保雅史 

（2）招待講演 全国大学等遺伝子研究支援施設連絡協議会 代表幹事 田中伸和 

（3）アンケート集計結果報告 

（4）技術職員会議報告 

（5）議事 ・オブザーバー参加について 

・組織改革案および規定等改正案について 

・次年度等の承認について 

（6）委員会等の報告 
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3) 各種講習会及びセミナー 

〇 2019 年度 SEM・TEM・SPM 講習会 

日時：2019 年 5 月 10 日（金）14 時 00 分 ~ 16 時 40 分 

参加人数：112 名 

講師：SEM・TEM 吉田道之／工学部 化学・生命工学科 物質化学コース 

SPM    内藤圭史／工学部 機械工学科 機械コース 

 

〇 2019 年度 第 35 回中学生のための大型精密機器高度利用公開セミナー 

中学生のための目に見えない世界の体験教室―最先端の機器に触ってみよう― 

日時：2019 年 8 月 5 日（月） 

参加人数：44 名（保護者 16 名含む） 

講師：高橋周平／工学部 機械工学科 機械コース 

   小林芳成／工学部 機械工学科 機械コース 

櫻田 修／工学部 化学・生命工学科 物質化学コース 

吉田道行／工学部 化学・生命工学科 物質化学コース 

西津貴久／応用生物科学部 食品生命科学 

沢田義治／機器分析分野 

運営：木内、鎌足、沢田、杉山、大津／機器分析分野 

報道：NHK 岐阜 （8 月 6 日 18 時 30 分 ~ 放映） 

   CCN （8 月 8 日放映） 

 

〇 2019 年度 第 36 回大型精密機器高度利用公開セミナー 

走査型電子顕微鏡（SEM）の使用方法 ―基礎と観察実習― 

日時：2019 年 12 月 16 日（月）10 時 00 分 ~ 17 時 30 分 

参加人数：49 名 

講師：中島里絵・加治屋辰幸（日立ハイテクフィールディング） 

五十嵐誠（オックスフォード・インスツルメンツ） 

 

4) 機器分析分野受託試験等依頼実績 

走査型電子顕微鏡（6 件） 

質量分析装置（1 件） 

核磁気共鳴装置（5 件） 

電子スピン共鳴装置（1 件） 

蛍光寿命測定装置（6 件） 

絶対 PL 量子収率測定装置（1 件） 

顕微レーザーラマン分光計（6 件） 

フロー式粒子像分析装置（2 件） 

粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置（2 件） 

X 線マイクロ CT スキャナー（2 件） 計 32 件 
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5) センター見学 

表 4-2-2. 見学者一覧表 

会社・学校名等* 見学日 人数 

南太平洋大学 4 月 3 日 3 

Sol Star Pharmer 6 月 3 日 5 

（工学部 武野明義教授） 6 月 5 日 3 

安城農林高校 6 月 5 日 9 

岐阜薬科大学 7 月 3 日 3 

東ティモール大学 工学部 電気電子工学科 7 月 4 日 2 

オザワ科学・HORIBA 10 月 9 日 2 

（全学共通教育授業 医学・生物学のための量子サイエンス） 11 月 11 日 9 

東邦ガス 11 月 15 日 2 

岐山高校 11 月 26 日 6 

Chinese Academy of Science 11 月 30 日 1 

理化学研究所 12 月 2 日 1 

アピ 12 月 10 日 4 

（連合創薬医療情報研究科 守川耕平特任准教授） 1 月 16 日 1 

桂化学 2 月 6 日 2 

東京化成 2 月 17 日 7 

アピ 2 月 20 日 2 

（応用生物科学部 中川 寅教授） 2 月 27 日 1 

註）* 括弧書きは学内関係者 

 

6) 機器分析分野機関誌の原稿作成等 

科学研究基盤センター年報 第 16 号 

ホームページ https://www1.gifu-u.ac.jp/~lsrc/dia/index.html 
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and applicability to the dehydration of aqueous acetic acid, Micropor. Mesopor. Mater., 2019, 285:241-246.

（SEM） 

80. M. Nakai, K. Miyake, R. Inoue, K. Ono, H. A. Jabri, Y. Hirota, Y. Uchida, S. Tanaka, M. Miyamoto, Y. Oumi, 

C. Y. Kong, N. Nishiyama, Dehydrogenation of propane over high silica *BEA type gallosilicate (Ga-Beta), 

Catal. Sci. Technol., 2019, 9:6234-6239.（NMR） 

81. T. Sengoku, A. Shirai, A. Takano, T. Inuzuka, M. Sakamoto, M. Takahashi, H. Yoda, Divergent Synthesis of 

Methylene Lactone- and Methylene Lactam-Based Spiro Compounds: Utility of Amido-Functionalized γ-



207 

 

Hydroxylactam as a Precursor for Cytotoxic N,O- and N,N-Spiro Compounds, J. Org. Chem., 2019, 84: 

12532-12541.（MS） 

82. K. Fujimoto, K. Kawai, S. Masuda, T. Mori, T. Aizawa, T. Inuzuka, T. Karatsu, M. Sakamoto, S. Yagai, M. 

Takahashi, H. Yoda, Triplet-Triplet Annihilation Based Upconversion Sensitized by a Reverse Micellar 

Assembly of Amphiphilic Ruthenium Complexes, Langmuir, 2019, 35:9740-9746.（MS） 

83. S. Sumimoto, M. Kobayashi, R. Sato, S. Shinomiya, A. Iwasaki, S. Suda, T. Teruya, T. Inuzuka, O. Ohno, K. 

Suenaga, Minnamide A, a Linear Lipopeptide from the Marine Cyanobacterium Okeania hirsuta, Org. Lett., 

2019, 21:1187-1190.（NMR） 

84. T. Sengoku, Y. Nagai, T. Inuzuka, H. Yoda, New Synthetic Methodology Toward Azaspiro-γ-Lactones by 

Oxidative C–H Spirocyclization, Synlett, 2019, 30:199-202.（MS） 

85. K. Yamaguchi, Y. O. Kamatari, F. Ono, H. Shibata, T. Fuse, A. E. Elhelaly, M. Fukuoka, T. Kimura, J. 

Hosokawa-Muto, T. Ishikawa, M. Tobiume, Y. Takeuchi, Y. Matsuyama, D. Ishibashi, N. Nishida, K. Kuwata, 

A designer molecular chaperone against transmissible spongiform encephalopathy slows disease progression 

in mice and macaques, Nat. Biomed. Eng., 2019, 3:206-219.（NMR） 

86. Y. Miyazaki, T. Ishikawa, Y. O. Kamatari, T. Nakagaki, H. Takatsuki, D. Ishibashi, K. Kuwata, N. Nishida, 

R. Atarashi. Identification of Alprenolol Hydrochloride as an Anti-prion Compound Using Surface Plasmon 

Resonance Imaging, Mol. Neurobiol., 2019, 56:367-377.（NMR） 

87. T. Imai, S. Iwata, T. Hirayama, H. Nagasawa, S. Nakamura, M. Shimazawa, H. Hara, Intracellular Fe2+ 

accumulation in endothelial cells and pericytes induces blood-brain barrier dysfunction in secondary brain 

injury after brain hemorrhage, Sci. Rep., 2019, 9: 6228.（FP-8600, Quantaurus-Tau, Quantaurus-QY） 

88. T. Hirayama, M. Inden, H. Tsuboi, M. Niwa, Y. Uchida, Y. Naka, I. Hozumi, H. Nagasawa, A Golgi-targeting 

fluorescent probe for labile Fe(ii) to reveal an abnormal cellular iron distribution induced by dysfunction of 

VPS35, Chem. Sci., 2019, 10:1514–1521.（Quantaurus-Tau） 

89. A. Isono, M. Tsuji, Y. Sanada, A. Matsushita, S. Masunaga, T. Hirayama, H. Nagasawa, Design, Synthesis, 

and Evaluation of Lipopeptide Conjugates of Mercaptoundecahydrododecaborate for Boron Neutron Capture 

Therapy, Chem. Med. Chem., 2019, 14:823–832.（ICP-AES） 

90. T. Yamada, Y. Kobayashi, N. Ito, T. Ichikawa, K. Park, K. Kunishima, S. Ueda, M. Mizuno, T. Adachi, Y. 

Sawama, Y. Monguchi, H. Sajiki, Polyethyleneimine-modified Polymer as an Efficient Palladium Scavenger 

and Effective Catalyst Support for a Functional Heterogeneous Palladium Catalyst, ACS Omega, 2019, 46: 

10243-10251.（XPS） 

91. T. Yamada, H. Masuda, K. Park, T. Tachikawa, N. Ito, T. Ichikawa, M. Yoshimura, Y. Takagi, Y. Sawama, Y. 

Ohya, H. Sajiki, Development of Titanium Dioxide-Supported Pd Catalysts for Ligand-Free Suzuki-Miyaura 

Coupling of Aryl Chlorides, Catalysts, 2019, 9:461.（XPS, TEM） 

 

 

○ 特許：  

1. 岡 夏央, 安藤 香織 シクロペンテン誘導体及びシクロペンテン誘導体の製造方法, 特願 2019-

199474, 2019.（MS, NMR） 

2. 武野 明義, 高橋 紳矢, 加藤 未桜, 刺激応答性複合材料,特願 2019-98177, 2019.（SEM） 
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3. 高橋 紳矢, 武野 明義, 猪熊 遼太, 平岡織染（株）, カーボンナノチューブを植毛した複合材料及

びその製造方法, 特願 2019-102487, 2019.（SEM, XPS） 

4. 萬関 一広，杉浦 隆, アナターゼ型酸化チタンナノ粒子およびその製造方法並びにアナターゼ型

酸化チタンナノ粒子を用いた光電変換素子およびその製造方法, 特願 2019-227716, 2019. （TEM） 

 

○ 著書：  

1. 岡田 英志, 「現場で役立つ！DIC 診療 Essence Season 2-2」 (循環器内科領域と DIC), 2-7, ㈱メ

ディカルレビュー, 2019.（SEM） 

 

○ 参考資料：  

1. 萩原 宏明, 1,2,3-トリアゾール骨格を含むシッフ塩基多座配位子からなるスピンクロスオーバー

錯体の開発, 機器センターたより No.11 (自然科学研究機構 分子科学研究所 機器センター), 

79–83, 2019.（NMR, FT-IR, OEA, TG/DTA, DSC） 

2. 高橋 紳矢, 接着における表面処理の考え方とその動向, 2019 年 12 月号 特集「接着剤・粘着剤の

開発と最新技術」，月刊ファインケミカル, 48, 5-13, 2019.（SEM, XPS） 

3. 近江 靖則, 上野 恭平, シリカ支持体を用いたシリカライト膜の合成, 分離技術, 49, 42019, 2019.

（SEM） 

 

 

4. 機器分析分野教員の教育・研究活動等 

1) 教育活動 

1. 「連合創薬医療情報研究科創薬人材育成教育プログラム」2 単位（15 回のうち 1 回を担当） 

2. 「自然科学総合 ―医学・生物学のための量子サイエンス―」（全学共通科目、2 単位 (15 回のう

ち 2 回を担当)） 

 

2) 研究活動 

〈原著論文・著書等〉 

1. S. Endo, M. Uchibori, M. Suyama, M. Fujita, Y. Arai, D. Hu, S. Xia, B. Ma, A. Kabir, Y. O. Kamatari, K. 

Kuwata, N. Toyooka, T. Matsunaga, A. Ikari, Novel Atg4B inhibitors potentiate cisplatin therapy in lung 

cancer cells through blockade of autophagy, Comput Toxicol., 2019, 12:100095.  

2. K. Yamaguchi, Y. O. Kamatari, F. Ono, H. Shibata, T. Fuse, A. E. Elhelaly, M. Fukuoka, T. Kimura, J. 

Hosokawa-Muto, T. Ishikawa, M. Tobiume, Y. Takeuchi, Y. Matsuyama, D. Ishibashi, N. Nishida, K. 

Kuwata. A designer molecular chaperone against transmissible spongiform encephalopathy slows disease 

progression in mice and macaques. Nat Biomed Eng., 2019, 3:206-219. 

3. Y. Miyazaki, T. Ishikawa, Y. O. Kamatari, T. Nakagaki, H. Takatsuke, D. Ishibashi, K. Kuwata, N. Nishida, 

R. Atarashi, Identification of alprenolol hydrochloride as an anti-prion compound using surface plasmon 

resonance imaging, Mol. Neurobiol., 2019 56:367-377. 
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〈学会発表〉 

（国際学会） 

1. Y. O. Kamatari, Molecular mechanism of a multispecific recognition of antibody G2 which binds 

completely different epitope sequences, Towards a cure for amyoid diseases, 2019/12/17, Pavia, Italy. 

2. S. Kimura, R. Honda, Y. O. Kamatari, Z. Kato, H. Hara, S. Maeda, H. Kamishina, Canine ALS model: 

Molecular mechanism of amyloid-like aggregate formation of canine SOD1, Towards a cure for amyoid 

diseases, 2019/12/17, Pavia, Italy. 

 

（国内学会） 

1. 鎌足雄司, 岐阜大学科学研究基盤センター機器分析分野の機器と外部利用のご紹介, バイオイ

ンタラクション研究会第 7 回ワークショップ, 2019/11/29, 京都. 

2. 鎌足雄司, 創薬のための生物物理学的アプローチ, 第 58 回 NMR 討論会, 2019/11/9, 川崎. 

3. 真嶋司, J.-H. Lee, 鎌足雄司, 林智彦, 木下正弘, 桑田一夫, 永田崇, 片平正人, 非常に高い活性

を有する抗プリオン RNA アプタマーの構造機能相関, 第 58 回 NMR 討論会, 2019/11/9, 川崎. 

4. M. Kobayashi, Y. O. Kamatari, In vitro screening systems for influenza virus RNA polymerase inhibitors, 

CBI 学会 2019 年大会, 2019/10/23, 東京. 

5. Md. Nuruddin Mahmud, 猪島康雄, 石黒直隆, 鎌足雄司, A multispecific monoclonal antibody G2 

recognizes completely different epitope sequences with high affinity, 平成 30 年度生物物理学会中部

支部講演会, 2019/3/26, 岡崎. 

6. 鎌足雄司, 分散型構造生物学研究拠点の必要性と維持, 第 8 回岐阜構造生物学・医学・論理的

創薬シンポジウム, 2019/3/6, 岐阜. 

 

3) 補助金関連採択状況 

1. 平成 29 ~ 31 年度科学研究費補助金基盤研究(C)（分担）「プリオン前駆オリゴマーを高感度に

検出できる蛍光色素の開発とプリオン形成過程の解明」（鎌足） 

2. 平成 29 ~ 31 年度 AMED 感染症研究革新イニシアティブ（分担）「薬剤耐性 RNA ウイルス出現

予測法の確立と迅速制御のためのインシリコ創薬」（鎌足） 

3. 令和元年度岐阜大学技術交流研究会（代表）「先端研究機器の産業利用促進研究会」（鎌足） 

 

4) 特許 

1. 発明者：遠藤智史、松永俊之、五十里彰、鎌足雄司、田中義正，発明の名称：新規オートファ

ジー阻害剤としての Atg4B 阻害剤，出願番号：特願 2019-54702，出願日：2019 年 3 月 22 日，

出願人：岐阜薬科大、岐阜大学、長崎大学 

 

5) その他 

（講師等） 

1. 鎌足雄司, タンパク質の形は生命を語る, 2019 年度岐阜大学公開講座, 2019/10/27, 岐阜. 

2. 鎌足雄司, 複数の抗原を特異的に認識する抗体 G2 の抗原認識機構研究からタンパク質の分子

進化に迫る, 新学術創出推進プロジェクト特別セミナー, 2019/07/05, 帯広. 
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3. 鎌足雄司, 生命を担うタンパク質の仕組みを解明し創薬へ繋げる, 第 15 回化学系若手勉強会, 

2019/3/27, 岐阜. 

 

（役員等） 

1. 日本生物物理学会分野別専門委員（鎌足） 

2. 岐阜構造生物学・医学・論理的創薬研究会事務局（鎌足） 

3. Molecules Editorial Board（鎌足） 

 

 


